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は
じ
め
に

徳
川
家
康
は
天
正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）
の
小
田
原
合
戦
後
に
関
東
へ
入
封
し
た
。

江
戸
を
本
拠
と
し
、
文
禄
年
間
（
一
五
九
三
～
九
六
）
に
江
戸
城
を
改
修
す
る
。
当

時
は
豊
臣
大
名
徳
川
家
の
段
階
で
あ
り
、
改
修
を
経
た
と
し
て
も
今
に
見
る
こ
と
が

で
き
る
将
軍
の
城
で
あ
る
江
戸
城
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
規
模
で
あ
っ
た
ろ
う
。
そ

の
江
戸
城
が
本
格
的
に
改
修
さ
れ
る
の
は
、
徳
川
秀
忠
が
将
軍
と
な
っ
て
以
後
の
慶

長
十
一
年
（
一
六
〇
六
）
か
ら
で
あ
る
。

近
世
江
戸
城
に
関
す
る
絵
図
や
絵
画
は
多
数
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は

寛
永
年
間
（
一
六
二
四
～
四
四
）
以
後
で
あ
り
、
元
和
年
間
（
一
六
一
五
～
二
四
）

以
前
の
様
相
を
語
る
絵
図
や
絵
画
は
極
め
て
少
な
い
。
こ
の
条
件
の
な
か
で
、
当
該

期
の
様
相
を
語
る
絵
図
と
し
て
都
立
中
央
図
書
館
所
蔵
「
慶
長
江
戸
絵
図
」（
請
求

番
号A

11-1/

東A
11-001

）
が
引
用
さ
れ
、
紹
介
さ
れ
て
き
た
。

平
成
十
九
年
（
二
〇
一
七
）
二
月
、
後
述
す
る
松
江
歴
史
館
所
蔵
『
極
秘
諸
国
城

図
』
所
収
「
江
戸
始
図
」（
以
下
、「
江
戸
始
図
」
と
略
す
）
が
発
見
、
報
道
さ
れ
た
。

こ
れ
を
契
機
と
し
て
、同
図
を
含
め
「
慶
長
江
戸
図
」

１
を
検
討
す
る
機
会
を
得
た

２
。

本
稿
は
そ
の
報
告
で
あ
る
。

さ
て
、「
慶
長
江
戸
図
」
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
見
解
が
あ
っ
た
。

ま
ず
、『
古
板
江
戸
図
集
成
』
第
一
巻
（
古
板
江
戸
図
集
成
刊
行
会
編
一
九
五
九
、

た
だ
し
、同
会
編
二
〇
〇
〇
を
参
照
し
た
。）の
解
説
で
あ
る
。同
書
に
お
い
て
は
、「
後

年
、
作
図
上
進
歩
し
た
技
術
を
応
用
し
て
、
当
時
の
形
を
再
現
す
る
た
め
に
描
い
た

も
の
」で
あ
る
が
、「
そ
の
内
容
は
完
全
に
当
時
の
も
の
に
成
り
き
っ
て
い
る
。
当
時
、

徳
川
政
府
が
、
江
戸
図
を
作
っ
て
官
庫
に
納
め
て
置
い
た
と
伝
え
ら
れ
る
の
が
、
こ

の
図
の
原
図
で
は
な
い
か
と
思
う
」
と
し
、「
作
図
の
動
機
は
単
に
、
大
小
名
へ
の

賜
邸
の
控
え
図
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
年
代
も
慶
長
十
三
年
図
と
し
て
取
扱
っ
て

よ
い
と
思
う
」
と
解
説
す
る
。
通
説
の
見
解
は
こ
の
解
説
に
基
づ
い
て
い
る
。
こ
の

見
解
を
引
き
継
ぎ
小
松
和
博
は
江
戸
城
本
丸
の
広
狭
に
注
目
し
、
描
写
の
差
異
を
指

摘
し
て
い
る
（
小
松
一
九
八
五
）。

本
格
的
に
「
慶
長
江
戸
図
」
を
分
析
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
村
井
益
男
は
小
松

に
よ
る
元
和
八
年（
一
六
二
二
）の
江
戸
城
本
丸
拡
張
説（
小
松
一
九
八
五
）に
触
れ
、

同
図
の
史
料
性
に
警
鐘
を
な
ら
し
た（
村
井
一
九
八
六
）。
村
井
は「
そ
こ
で
問
題
は
、
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慶
長
期
の
江
戸
城

～
「
慶
長
江
戸
図
」・「
江
戸
始
図
」
の
再
検
討
～

齋

藤

慎

一
＊

＊
東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館
学
芸
員

キ
ー
ワ
ー
ド

慶
長

江
戸
城

馬
出

天
守

大
手

目
次

は
じ
め
に

１

慶
長
・
元
和
期
の
普
請

２
「
慶
長
江
戸
図
」
の
江
戸
城
本
丸

３

家
康
以
前
の
登
城
路
と
正
面

４

慶
長
十
一
年
以
前
の
江
戸
城

５

天
守
と
殿
舎

お
わ
り
に
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『
慶
長
十
三
年
江
戸
図
』
の
史
料
的
性
格
に
か
か
わ
る
こ
と
に
な
る
が
、
基
本
的
に

後
世
の
写
図
で
あ
る
こ
れ
ら
の
初
期
江
戸
図
に
つ
い
て
は
な
お
検
討
を
要
す
る
と
思

わ
れ
る
の
で
」
と
論
じ
、
写
図
で
あ
る
こ
と
に
注
意
を
払
い
、
慎
重
な
姿
勢
を
示
し

て
、
絵
図
の
史
料
的
性
格
に
つ
い
て
否
定
的
見
解
を
述
べ
て
い
る
。
慎
重
な
姿
勢
を

保
持
す
る
村
井
は
、発
表
の
年
次
は
前
後
す
る
が
『
江
戸
城

将
軍
家
の
生
活
』（
村

井
一
九
六
四
）
に
お
い
て
も
「
慶
長
江
戸
図
」
に
つ
い
て
触
れ
て
い
な
い
。

な
お
、
上
記
の
村
井
論
考
を
所
載
す
る
『
日
本
名
城
集
成 

江
戸
城
』（
村
井
益
男

編
一
九
八
六
）
の
巻
頭
図
版
で
は
、「
本
図
は
そ
の
作
成
形
式
か
ら
み
て
後
年
の
実

測
図
を
も
と
に
し
た
復
原
図
で
あ
る
と
の
見
方
が
強
い
が
、
そ
う
だ
と
し
て
も
復
原

資
料
は
13
年
当
時
の
も
の
を
用
い
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。」
と
い
う
解
説
を

付
し
て
い
る
。
当
時
の
通
説
的
な
認
識
を
継
承
し
て
い
る
と
し
て
理
解
し
た
い
。

「
慶
長
江
戸
図
」
の
史
料
的
性
格
に
つ
い
て
踏
み
込
ん
だ
発
言
を
お
こ
な
っ
た
の

は
飯
田
龍
一
・
俵
元
昭
で
あ
ろ
う
（
飯
田
・
俵
一
九
八
八
）。
同
図
の
解
説
と
し
て

以
下
の
点
を
指
摘
し
て
い
る
。

○ 

「
屋
敷
の
所
有
権
、
と
い
っ
て
も
正
確
に
は
、
屋
敷
地
は
幕
府
に
賜
与
さ
れ
る

も
の
だ
か
ら
入
居
権
と
い
う
べ
き
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
う
し
た
権
利
を
示
す

一
種
の
沽
券
図
に
似
た
機
能
を
は
た
す
制
作
目
的
が
あ
っ
た
図
と
考
え
る
ほ
う

が
適
切
」
と
す
る
。

○ 

「
こ
の
こ
ろ
に
流
布
し
た
図
は
、
お
お
む
ね
見
取
図
的
で
あ
っ
て
、
特
別
の
例

外
で
あ
る
『
正
保
江
戸
図
』
を
除
い
て
は
、
延
宝
末
（
一
六
八
〇
）
年
こ
ろ
ま

で
、
測
量
と
呼
べ
る
よ
う
な
技
術
を
も
ち
い
て
作
っ
た
よ
う
に
見
え
る
地
図
は

な
か
っ
た
」
と
い
う
の
が
通
説
で
あ
る
が
、「
慶
長
江
戸
図
」
の
存
在
か
ら
「
江

戸
時
代
の
、
地
図
制
作
技
術
は
、
そ
の
初
頭
か
ら
き
わ
め
て
高
度
で
あ
っ
た
も

の
で
、
そ
れ
が
、
幕
府
か
ら
民
間
へ
流
出
し
て
く
る
期
間
に
、
相
当
の
タ
イ
ム

ラ
グ
が
あ
っ
た
と
い
う
仮
説
が
成
り
立
つ
」
と
述
べ
る
。

こ
れ
ら
の
指
摘
は
「
慶
長
江
戸
図
」
の
基
本
的
な
性
格
に
踏
み
込
む
重
要
な
発
言

で
あ
る
。

以
上
の
研
究
の
延
長
線
上
に
千
田
嘉
博
の
研
究
は
登
場
す
る
（
千
田
二
〇
〇
〇
）。

千
田
は
「
写
本
に
よ
っ
て
か
な
り
重
要
な
部
分
の
記
載
に
異
同
が
あ
り
検
討
を
要
す

る
。
ま
た
史
料
の
信
憑
性
も
問
題
と
な
る
」
と
注
意
を
促
し
つ
つ
も
、「
か
な
り
詳

細
に
城
郭
中
心
部
の
姿
を
描
く
」
と
絵
図
の
情
報
に
つ
い
て
肯
定
的
に
評
価
す
る

３
。

以
上
の
論
者
に
よ
る
指
摘
を
概
括
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
現
状
の
研
究
史

の
到
達
点
で
あ
る
。

（
１
） 

基
本
的
に
写
図
で
あ
り
、
異
同
も
あ
る
こ
と
か
ら
注
意
を
要
す
る
。

（
２
） 

測
量
技
術
を
踏
ま
え
た
早
い
段
階
の
絵
図
。
た
だ
し
、
測
量
図
と
な
っ
た
段

階
は
、
原
図
の
時
点
と
す
る
か
、
あ
る
い
は
後
年
の
写
図
作
成
の
時
点
で
あ

る
と
す
る
か
で
見
解
が
分
か
れ
る
。

（
３
） 

原
図
に
記
載
さ
れ
た
内
容
は
慶
長
期
の
情
報
で
あ
り
、
そ
れ
は
写
図
に
反
映

さ
れ
て
い
る
。

（
４
） 

原
図
は
一
種
の
沽
券
図
の
よ
う
な
、
大
小
名
へ
の
賜
邸
の
控
え
図
で
は
な
か

ろ
う
か
。

（
５
） 

原
図
は
、
幕
府
が
作
っ
て
官
庫
に
納
め
て
置
い
た
と
伝
え
ら
れ
る
地
図
の
可

能
性
が
あ
る
。
そ
し
て
、
原
図
の
段
階
で
測
量
図
と
す
る
見
解
に
お
い
て
は
、

作
成
で
培
わ
れ
た
幕
府
の
技
術
が
民
間
へ
流
失
す
る
ま
で
に
タ
イ
ム
ラ
グ
を

想
定
す
る
。

概
し
て
、
写
図
と
し
て
の
危
険
性
を
認
識
し
つ
つ
も
、
そ
の
情
報
を
肯
定
的
に
考

え
る
と
い
う
現
状
に
あ
る
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。

そ
の
よ
う
な
研
究
状
況
の
な
か
で
、「
江
戸
始
図
」
が
登
場
し
た
。
鑑
定
に
あ
た
っ

た
千
田
嘉
博
は
自
ら
の
見
解
を
報
告
し
、
そ
の
内
容
は
そ
の
後
の
展
覧
会
や
書
籍
な

ど
で
発
表
さ
れ
た
。
ま
ず
「
江
戸
始
図
」
は
千
田
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
以
下
の
点

か
ら
「
慶
長
江
戸
図
」
と
の
関
連
が
指
摘
で
き
る
。
ま
ず
描
写
す
る
江
戸
城
の
範
囲

が
一
致
す
る
こ
と
、
後
述
の
千
田
論
点
③
に
あ
る
「
本
丸
北
側
の
丸
馬
出
」
が
記
載

さ
れ
る
こ
と
、
城
下
に
記
載
さ
れ
る
屋
敷
主
が
一
致
す
る
こ
と
、
な
ど
の
点
で
あ
る
。

細
部
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
よ
う
に
異
同
は
存
在
す
る
が
、
お
お
む
ね
同
じ
系
統
に
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属
す
る
写
図
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
ま
ず
確
認
し
て
お
き
た
い
。

逆
説
す
れ
ば
、
従
前
の
研
究
史
を
踏
ま
え
、「
慶
長
江
戸
図
」
と
「
江
戸
始
図
」

を
比
較
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
慶
長
江
戸
図
」
の
史
料
批
判
が
よ
り
可
能
に
な
っ

た
。
こ
れ
に
よ
り
「
武
州
豊
島
郡
江
戸
庄
図
」
以
前
の
徳
川
秀
忠
期
の
江
戸
城
の
姿

が
検
討
可
能
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
江
戸
始
図
」
だ
け
を
取
り
上

げ
て
評
価
す
る
の
で
は
な
く
、
他
の
「
慶
長
江
戸
図
」
と
比
較
し
、
一
連
の
絵
図
の

な
か
に
位
置
づ
け
、「
江
戸
始
図
」
を
含
む
「
慶
長
江
戸
図
」
の
全
体
像
を
把
握
す

る
こ
と
が
ま
ず
重
要
と
な
る
。

検
討
に
先
立
っ
て
、
ま
ず
千
田
の
「
江
戸
始
図
」
に
関
す
る
主
た
る
論
点
に
注
目

し
た
い
（
千
田
・
森
田
二
〇
一
七
）。
注
目
す
べ
き
は
下
記
の
三
点
で
あ
る
。

①
天
守
の
形
式

・ 「
本
丸
内
部
で
第
一
に
注
目
す
べ
き
は
天
守
群
で
す
。
現
在
の
江
戸
城
の
本
丸

は
中
に
天
守
台
だ
け
が
ぽ
つ
ん
と
あ
り
ま
す
が
、「
江
戸
始
図
」
が
描
い
た
慶

長
期
の
江
戸
城
で
は
、
連
立
式
の
天
守
群
を
構
成
し
て
い
て
、
想
像
を
絶
し
た

堅
固
な
構
え
に
な
っ
て
い
た
と
確
認
で
き
ま
す
。」

・ 「
慶
長
期
の
江
戸
城
の
大
天
守
が
単
立
し
た
の
で
は
な
く
、
姫
路
城
の
よ
う
に

連
立
式
天
守
で
あ
っ
た
と
確
実
に
な
っ
た
か
ら
で
す
。」

②
本
丸
南
側
の
五
連
続
外
枡
形

・ 「
江
戸
城
の
南
側
の
い
わ
ゆ
る
大
手
筋
の
出
入
り
口
部
分
で
す
が
、
こ
こ
で
は

西
国
風
の
外
枡
形
を
、
５
段
連
ね
て
い
ま
し
た
」４
。

③
本
丸
北
側
の
丸
馬
出

・「
天
守
曲
輪
の
裏
手
は
、
３
連
の
丸
馬
出
し
に
よ
っ
て
守
っ
て
い
ま
し
た
」

５
。

以
上
の
論
点
か
ら
、「『
江
戸
始
図
』
が
描
い
た
江
戸
城
は
、
数
次
の
普
請
で
ほ
ぼ

完
成
し
た
慶
長
十
二
年
（
一
六
〇
七
）
頃
の
姿
で
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
天
守

が
連
立
式
天
守
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
一
般
に
イ
メ
ー
ジ
す
る
江
戸
城
と
は
大
き
く
異

な
っ
て
い
ま
し
た
」
と
結
論
づ
け
て
い
る
。

と
り
わ
け
①
と
②
の
論
点
は
話
題
性
が
高
く
、
マ
ス
コ
ミ
を
通
じ
て
広
く
宣
伝
さ

図１ 江戸城 門の配置（本城）
（歴史群像 名城シリーズ『江戸城』（学習研究社2000）より）
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れ
た
が
、
問
題
は
「
江
戸
始
図
」
の
分
析
だ
け
で
、
千
田
が
論
じ
る
よ
う
な
点
が
導

き
出
さ
せ
る
か
に
あ
る
。
そ
の
評
価
を
考
え
て
み
た
い
。

そ
の
際
の
糸
口
を
、
本
稿
で
は
千
田
論
点
②
に
求
め
て
み
た
い
。
そ
も
そ
も
江
戸

城
の
大
手
筋
は
大
手
門
・
内
桜
田
（
桔
梗
）
門
―
大
手
三
之
（
下
乗
）
門
―
中
之
門

―
中
雀
（
書
院
）
門
で
あ
る
（
図
１
の
㋟
・
㋹
―
㋦
―
㋩
―
㋑
の
道
筋
）。「
江
戸
始

図
」
に
は
明
ら
か
に
こ
の
道
筋
が
記
載
さ
れ
る
が
、
千
田
は
こ
の
大
手
筋
と
は
異
な

る
大
手
筋
と
し
て
五
連
続
外
枡
形

６
を
設
定
す
る
。
し
か
し
両
者
の
関
係
に
は
触
れ

て
い
な
い
。
こ
の
点
に
ま
ず
は
問
題
意
識
を
も
ち
た
い
。

１

慶
長
・
元
和
期
の
普
請

「
慶
長
江
戸
図
」
の
記
載
と
対
照
さ
れ
る
べ
き
修
築
は
、
慶
長
期
か
ら
元
和
期
に

い
た
る
。
こ
の
間
の
経
過
に
つ
い
て
、
野
中
和
夫
の
研
究
に
拠
っ
て
、
概
略
を
確
認

し
て
お
き
た
い
（
野
中
二
〇
一
五
）。

慶
長
八
年
（
一
六
〇
三
）、
徳
川
家
康
が
征
夷
大
将
軍
に
任
命
さ
れ
る
と
、
江
戸

城
の
大
改
修
が
計
画
さ
れ
る
。諸
大
名
を
動
員
し
た
公
儀
普
請
が
開
始
さ
れ
る
の
は
、

準
備
段
階
を
経
た
慶
長
十
一
年
に
な
る
。
こ
の
時
点
で
、
将
軍
職
は
嫡
子
秀
忠
に
継

承
さ
れ
て
い
た
。
準
備
段
階
の
な
か
で
は
慶
長
九
年
に
修
築
が
発
令
さ
れ
、
石
材
の

調
達
が
始
ま
る
。

慶
長
十
一
年
に
本
格
的
な
工
事
が
開
始
さ
れ
、
こ
の
年
は
本
丸
御
殿
、
天
守
台
石

垣
、
本
丸
廻
り
の
石
垣
、
虎
ノ
門
な
ど
の
外
郭
石
垣
修
築
が
実
施
さ
れ
た
。

続
く
慶
長
十
二
年
で
は
、
前
年
の
工
事
を
引
き
継
ぎ
、
か
つ
堀
普
請
が
行
わ
れ
た
。

お
そ
ら
く
こ
の
時
点
で
、
次
の
普
請
ま
で
時
間
が
空
く
た
め
、
本
丸
周
辺
の
工
事
が

一
段
落
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

慶
長
十
六
年
に
は
西
ノ
丸
の
修
築
が
実
施
さ
れ
た
。

慶
長
十
九
年
は
や
や
大
規
模
な
普
請
が
実
施
さ
れ
た
も
よ
う
で
、
本
丸
石
垣
、
後

の
時
代
の
二
ノ
丸
・
三
ノ
丸
の
石
垣
お
よ
び
枡
形
門
、
西
ノ
丸
大
手
門
前
の
石
垣
、

桜
田
・
日
比
谷
周
辺
の
石
垣
が
普
請
さ
れ
た
。

元
和
四
年
（
一
六
一
八
）
に
は
西
ノ
丸
の
堀
、
半
蔵
門
、
東
照
宮
の
造
営
が
実
施

さ
れ
た
。

元
和
六
年
は
慶
長
十
九
年
工
事
が
大
坂
陣
の
た
め
中
断
し
た
た
め
、
そ
の
継
続
工

事
が
実
施
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。
大
手
枡
形
門
は
こ
の
年
に
普
請
さ
れ
て
い
る
。

元
和
八
年
に
は
本
丸
御
殿
と
天
守
台
の
改
造
が
目
的
と
さ
れ
る
工
事
が
実
施
さ
れ

た
。
ち
な
み
に
小
松
和
博
は
こ
の
時
に
本
丸
が
北
側
に
拡
張
さ
れ
、
北
側
の
馬
出
が

消
失
し
た
と
考
え
て
い
る
（
小
松
一
九
八
五
）。
ま
た
、「
慶
長
江
戸
図
」
に
描
か
れ

る
天
守
台
は
慶
長
十
一
・
十
二
年
に
普
請
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
元
和

八
年
に
元
和
度
の
天
守
台
が
普
請
さ
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
天
守
台
記
載
か
ら
も

一
連
の
「
慶
長
江
戸
図
」
は
元
和
八
年
以
前
の
様
相
を
描
く
と
い
え
る
。

慶
長
十
一
年
（
一
六
〇
六
）
か
ら
元
和
八
年
（
一
六
二
二
）
の
十
六
年
間
の
修
築

で
あ
る
が
、
概
し
て
石
垣
を
導
入
し
た
城
館
へ
と
江
戸
城
は
大
き
く
様
変
わ
り
し
て

い
く
こ
と
に
な
る
。
通
説
の
修
築
状
況
は
、「
慶
長
江
戸
図
」
が
こ
の
間
の
様
相
を

描
い
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

２
「
慶
長
江
戸
図
」
の
江
戸
城
本
丸

「
江
戸
始
図
」
の
発
見
に
と
も
な
っ
て
「
慶
長
江
戸
図
」
の
再
評
価
が
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
対
象
と
な
る
「
慶
長
江
戸
図
」
の
伝
存
で
あ
る
が
、
現
状
で
は
十

機
関
で
十
五
点
の
写
図
を
確
認
し
た

７
。
従
前
は
都
立
中
央
図
書
館
所
蔵
本
が
広
く

引
用
さ
れ
て
い
た
が
、
以
下
の
よ
う
に
写
本
が
流
布
し
て
い
る
こ
と
は
さ
ほ
ど
知
ら

れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
掲
載
以
外
に
も
伝
存
す
る
可
能
性
は
高
い

が
、
把
握
し
た
範
囲
で
閲
覧
し
、
後
述
す
る
よ
う
に
大
手
道
を
中
心
に
本
丸
付
近
に

絞
っ
て
、
分
類
し
た
。
そ
の
概
要
が
下
記
の
一
覧
表
で
あ
る
。

ま
ず
全
体
を
概
観
し
て
、「
慶
長
江
戸
図
」
と
し
て
概
括
す
る
共
通
点
を
指
摘
し

て
お
き
た
い
。
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表 「慶長江戸図」一覧表

グループ 所蔵名称 所蔵 請求番号 寸法 備考

第１
グループ

慶長江戸絵図 国立公文書館 177-554 縦87.6cm
横95.2cm

慶長江戸絵図 東北大学図書館狩
野文庫

3-8827-1 縦83.0cm
横94.5cm

慶長年中江戸図 古河歴史博物館鷹
見文庫

鷹見泉石関係資料 絵
図地図278（H330）

縦83.0cm
横94.0cm

第２
グループ

慶長江戸図 国立公文書館 177-552 縦86.2cm
横80.3cm 

慶長江戸之図 東京都立公文書館 654-05-01-05 縦91.5cm
横79.1cm

慶長江戸絵図 東北大学図書館狩
野文庫

3-8828-1 縦94.0cm
横87.0cm

慶長江戸図 東洋文庫 3-H-d-ろ-1 縦91.2cm
横80.7cm

付属あり８

第３
グループ

慶長江戸絵図 東京都立中央図書
館

A11-1/東A11-001 縦80.6cm
横81.7cm

『古板江戸図集成』
所載９

慶長江戸図 東京都立中央図書
館

A11-4/東A11-004 縦79.5cm
横78.2cm

江戸古図 三井文庫 三井C601-9 縦83.1cm
横81.5cm

第４
グループ

江戸絵図 宮内庁書陵部 208-102 縦165.5cm
横106.5cm

彩色
別冊で「江戸絵図
付考」10 が付属す
る。

慶長江戸図 東京都立公文書館 654-05-01-06 縦171.0cm
横115.0cm 

彩色

慶長江戸図 東洋文庫 3-H-d-ろ-1 （上部）
縦79.3cm
横94.5cm

（下部）
縦79.8cm
横94.5cm

墨書二舗一組11

慶長江戸図 西尾市岩瀬文庫 子92 縦162.3cm
横97.0cm

墨書

第５
グループ

『極秘諸国城図』所
収 江戸始図

松江歴史館 縦27.7cm
横40.0cm
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ⓐ
第
１
か
ら
第
３
グ
ル
ー
プ

に
属
す
る「
慶
長
江
戸
図
」

の
形
状
は
お
お
よ
そ
八
〇

～
九
五
㎝
四
方
の
ほ
ぼ
正

方
形
に
近
い
形
状
で
、
か

つ
文
字
情
報
の
記
載
か

ら
古
河
市
歴
史
博
物
館
を

除
い
て
他
は
北
西
を
天
に

し
て
描
い
て
い
る
。
こ
れ

に
対
し
て
「
江
戸
始
図
」

は
縦
二
七
・
七
㎝
、
横

四
〇
・
〇
㎝
と
い
う
お
よ

そ
四
分
の
一
程
度
の
大
き

さ
で
あ
り
、
か
つ
方
位
も

一
八
〇
度
回
転
さ
せ
た
南

東
を
天
と
し
て
い
る
。
地
図
と
し
て
の
体
裁
は
他
の
「
慶
長
江
戸
図
」
と
異
な
っ

て
い
る
。
少
な
く
と
も
大
き
さ
の
相
違
は
、
正
確
に
「
慶
長
江
戸
図
」
を
写
す
と

い
う
考
え
の
も
と
に
作
成
さ
れ
た
写
図
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち『
極
秘
諸
国
城
図
』

の
編
纂
と
い
う
課
程
の
中
で
の
作
図
で
あ
っ
た
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。
作
図
の
背
景
が
異
な
っ
て
い
る
点
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。

ⓑ
描
写
の
な
か
で
は
、
二
の
丸

17
の
壁
面
構
造
が
相
違
す
る
点
に
注
目
し
た
い
。「
江

戸
始
図
」
は
石
垣
が
黒
太
線
で
表
現
さ
れ
る
が
、
他
の
図
で
は
土
塁
な
ど
描
写
で

石
垣
の
記
載
を
と
も
な
っ
て
い
な
い
。
こ
の
点
を
評
価
す
れ
ば
、
二
ノ
丸
が
石
垣

化
さ
れ
た
段
階
で
あ
り
、
一
連
の
「
慶
長
江
戸
図
」
の
な
か
で
は
最
末
期
に
位
置

づ
く
こ
と
に
な
る

18
。

ⓒ
本
丸
富
士
見
三
重
櫓
下
か
ら
中
ノ
門
付
近
に
い
た
る
ま
で
、
本
丸
石
垣
下
に
あ
っ

た
堀
が
埋
め
ら
れ
、
の
ち
の
時
代
に
二
ノ
丸
と
呼
称
さ
れ
る
曲
輪
の
拡
張
が
計
ら

れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
現
状
で
も
確
認
で
き
る
白
鳥
濠
の
形
状
ほ
ど
短
い
堀
で
は

な
く
、
図
の
水
堀
の
両
端
は
現
状
よ
り
長
く
続
い
て
い
る
。

ⓓ
以
下
の
状
況
か
ら
写
本
の
作
成
段
階
で
、
考
証
し
て
制
作
し
た
写
図
と
考
え
ら
れ

る
。

① 

「
慶
長
江
戸
図
」に
み
ら
れ
る
城
門
の
注
記
で
あ
る
が
、「
浅
草
橋
」・「
大
橋
」・「
大

手
土
橋
」
の
記
載
が
通
説
の
場
所
と
は
異
な
る
位
置
に
記
載
さ
れ
て
い
た

19
。

し
か
し
、「
江
戸
始
図
」
で
は
、
こ
の
記
載
を
省
略
し
て
い
る
。
名
称
と
場
所

が
不
一
致
と
判
断
さ
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
制
作
に
あ
た
っ
て
考
証
さ
れ
た
結

果
と
考
え
ら
れ
る
。

② 

本
丸
内
の
輪
郭
だ
け
を
記
し
た
建
物
の
記
載
が
省
略
さ
れ
る
。
た
だ
し
一
部
に

つ
い
て
は
石
垣
と
判
断
し
、
黒
塗
り
で
表
現
し
た
ら
し
い
。
石
垣
と
建
物
と
の

判
別
が
難
し
い
記
載
を
判
断
し
た
た
め
、
後
述
す
る
よ
う
に
誤
認
と
思
わ
れ
る

描
写
が
存
在
す
る
。

以
上
の
点
を
踏
ま
え
れ
ば
、「
江
戸
始
図
」
は
『
極
秘
諸
国
城
図
』
の
編
纂
課
程

に
作
成
さ
れ
た
、後
の
時
代
の
考
証
図
と
い
う
性
格
が
浮
か
び
上
が
り
、一
連
の
「
慶

長
江
戸
図
」
を
参
照
し
つ
つ
も
、
絵
図
の
性
格
と
し
て
は
一
線
を
画
す
絵
図
と
い
う

こ
と
が
で
き
る
。

構
造
の
状
況
か
ら
全
体
の
「
慶
長
江
戸
図
」
を
位
置
づ
け
た
が
、
こ
の
構
造
を
全

体
と
し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
を
概
観
し
て
お
き
た
い
。
厳
密
に
言
え
ば
、
研
究

史
が
指
摘
す
る
よ
う
に
い
ず
れ
の
「
慶
長
江
戸
図
」
も
写
図
で
あ
り
、
情
報
の
正
確

さ
に
お
い
て
は
課
題
を
残
す
。
し
か
し
写
さ
れ
た
情
報
の
共
通
性
は
尊
重
で
き
、
こ

の
点
を
重
視
し
た
こ
と
に
よ
り
、
以
上
の
よ
う
に
一
覧
表
に
整
理
し
た
分
類
が
で
き

る
と
考
え
た
。
そ
し
て
後
の
時
代
の
大
手
筋
の
完
成
と
い
う
結
果
論
か
ら
評
価
す
れ

ば
、
グ
ル
ー
プ
の
相
違
は
そ
の
ま
ま
第
一
段
階
か
ら
第
五
段
階
へ
と
い
う
構
造
の
年

代
的
変
遷
と
し
て
把
握
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、写
図
が
制
作
さ
れ
る
課
程
で
利
用
し
た
「
慶
長
江
戸
図
」

の
原
図
と
は
、
単
純
に
一
枚
だ
け
で
は
な
く
、
段
階
的
に
存
在
し
た
可
能
性
が
浮
か

図11 「江戸始図」本丸周辺 松江歴史館所蔵
＊図10とは180度回転させ、天地を入れ替え掲載。
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び
あ
が
る
。
推
定
の
域
を
出
な
い
が
、
少
な
く
も
と
中
ノ
門
の
記
載
の
あ
り
方
お
よ

び
上
記
ⓑ
ⓒ
の
相
違
を
踏
ま
え
れ
ば
、
写
図
に
は
構
造
の
変
遷
が
反
映
さ
れ
て
い
る

こ
と
は
間
違
い
な
い
。

つ
ま
り
一
連
の
「
慶
長
江
戸
図
」
に
は
、
江
戸
城
本
丸
の
構
造
の
変
遷
が
描
か
れ

て
お
り
、
と
り
わ
け
大
手
門
・
内
桜
田
（
桔
梗
）
門
―
大
手
三
之
（
下
乗
）
門
―
中

之
門
―
中
雀
（
書
院
）
門
と
い
う
登
城
路
の
確
定
の
過
程
が
段
階
的
に
示
さ
れ
て
い

た
。
そ
の
年
代
は
慶
長
十
二
年
か
ら
本
丸
が
拡
張
さ
れ
北
側
の
馬
出
が
消
滅
す
る
以

前
（
小
松
説
で
は
元
和
八
年
（
一
六
二
二
））
か
つ
三
ノ
丸
が
石
垣
普
請
さ
れ
る
以

前
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
期
間
が
五
段
階
で
把
握
さ
れ
、
江
戸
城
本
丸
の
正
規
の

登
城
路
が
確
定
す
る
状
況
が
示
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
城
の
構
造
を
考
え
る
上
で
貴
重

な
絵
図
群
と
評
価
で
き
る
。

３

家
康
以
前
の
登
城
路
と
正
面

「
慶
長
江
戸
図
」
の
分
析
よ
り
、
大
手
門
・
内
桜
田
（
桔
梗
）
門
―
大
手
三
之
（
下

乗
）
門
―
中
之
門
―
中
雀
（
書
院
）
門
と
い
う
登
城
路
の
成
立
過
程
を
確
認
し
た
が
、

そ
れ
以
前
の
大
手
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
設
定
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
大
手

筋
が
変
遷
過
程
で
あ
り
未
完
成
で
あ
る
の
で
、
そ
の
情
報
も
「
慶
長
江
戸
図
」
に
は

盛
り
込
ま
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
大
手
筋
を
下
っ
た
先
に
あ
る
は
ず
の
江
戸
城
下
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う

に
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
際
に
ま
ず
参
照
し
た
い
の
は
、
玉
井
哲
雄
の
研

究
で
あ
る
（
玉
井
一
九
八
六
）。

玉
井
は
草
創
期
の
近
世
江
戸
に
つ
い
て
、「
中
世
江
戸
を
な
ん
ら
か
の
形
で
継
承
」

し
て
い
る
と
し
、
本
町
通
り

20
の
町
割
り
が
正
方
形
街
区
で
あ
る
こ
と
に
着
目
し
た
。

そ
れ
に
よ
り
、「
日
本
橋
通
り
よ
り
本
町
通
り
が
主
要
な
街
路
」
で
あ
る
と
評
価
し
、

「
中
世
江
戸
城
と
浅
草
を
結
ん
で
い
た
『
奥
州
道
』
が
地
形
的
に
み
て
、
ち
ょ
う
ど

こ
の
本
町
通
り
の
あ
た
り
」
と
論
じ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
本
町
通
り
が
城
下
の
幹
線

図12 江戸時代初頭以前の江戸
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道
路
で
あ
り
、そ
の
通
り
沿
い
の
「
正
方
形
街
区
を
原
則
と
す
る
統
一
的
な
町
割
り
」

は
慶
長
期
以
後
に
設
定
さ
れ
た
と
論
じ
た
。
す
な
わ
り
徳
川
家
康
・
秀
忠
期
に
お
け

る
城
下
町
の
中
心
を
こ
の
通
り
沿
い
に
求
め
た
。

こ
の
玉
井
説
を
基
点
と
し
て
、
家
康
の
段
階
に
至
る
ま
で
の
江
戸
の
町
と
幹
線
道

に
つ
い
て
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
（
齋
藤
二
〇
一
〇
）。
論
証
の
重
複
は
避
け
る
が
、

主
要
な
論
点
の
み
を
記
す
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

当
然
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
日
比
谷
の
入
り
江
が
存
在
す
る
段
階
で
は
日
本
橋
を

基
点
と
す
る
東
海
道
と
そ
れ
に
寄
り
添
う
銀
座
界
隈
の
城
下
町
は
存
在
し
得
な
い
。

中
世
か
ら
近
世
に
い
た
る
ま
で
の
幹
線
は
、
渋
谷
か
ら
青
山
通
り
を
東
進
し
、
赤
坂

御
所
内
を
通
過
し
て
、
江
戸
城
外
郭
の
喰
違
門
・
半
蔵
門
を
抜
け
、
本
丸
北
側
を
東

に
台
地
を
下
り
、
常
盤
橋
に
至
り
、
先
の
本
町
通
り
に
接
続
す
る
道
筋
で
あ
っ
た
。

東
海
道
の
南
北
方
向
に
対
し
て
、
東
西
方
向
の
道
筋
が
中
世
か
ら
江
戸
初
期
に
至
る

江
戸
の
幹
線
道
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
中
世
江
戸
の
城
下
が
平
川
で
あ
る
こ
と
は
以
前
よ
り
知
ら
れ
て
い
た
。

こ
の
平
川
の
町
場
は
平
河
門
の
付
近
で
、
先
述
の
東
西
道
と
接
す
る
場
所
と
推
定
さ

れ
た
。
お
お
よ
そ
平
河
門
の
周
辺
で
あ
る
こ
と
は
動
か
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
平
川
の

町
場
は
道
筋
に
沿
っ
て
東
方
向
に
展
開
し
、
永
禄
十
一
年
に
は
「
江
城
大
橋
宿
」
が

史
料
に
登
場
す
る

21
。
大
橋
の
界
隈
が
町
場
化
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る

22
。

そ
し
て
大
橋
宿
の
さ
ら
に
東
側
の
道
続
き
は
常
盤
橋
門
を
経
て
先
述
の
本
町
通
り
に

繋
が
る
。
ま
さ
に
十
五
世
紀
後
半
の
太
田
道
灌
期
江
戸
城
下
の
平
川
の
町
場
は
、
東

西
道
に
沿
っ
て
拡
張
し
、慶
長
期
頃
に
は
本
町
通
り
に
ま
で
至
っ
た
と
理
解
で
き
る
。

ま
た
平
川
の
町
場
に
は
、
城
下
を
構
成
す
る
寺
社
が
あ
っ
た
。
平
河
天
満
宮
、
平

河
山
法
恩
寺
（
日
蓮
宗
）、
平
河
山
浄
土
寺
（
浄
土
宗
）、
諏
訪
山
吉
祥
寺
（
曹
洞
宗
）

な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
寺
社
は
幹
線
道
が
東
西
方
向
か
ら
東
海
道
の
南
北
道
に
変

更
さ
れ
、
新
た
な
東
海
道
沿
い
の
城
下
が
創
出
さ
れ
る
際
に
、
各
所
に
移
転
し
た
。

旧
来
の
平
川
の
町
場
が
解
体
さ
れ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
江
戸
初
期
ま
で
の
幹
線
は
東
西
道
で
あ
り
、
城
下
は
平
川
―
本
町
通

り
間
で
あ
っ
た
。
と
す
る
な
ら
ば
、
必
然
的
に
江
戸
城
の
大
手
筋
も
こ
の
道
と
町
に

接
続
す
る
こ
と
に
な
る
。「
慶
長
江
戸
図
」
の
段
階
に
い
た
る
ま
で
、
本
丸
に
お
い

て
下
埋
門
を
中
心
と
す
る
南
側
と
馬
出
群
を
構
え
る
北
側
の
二
方
向
の
道
筋
が
開
い

て
い
た
。
こ
の
道
筋
・
城
下
を
考
え
れ
ば
、
そ
の
ど
ち
ら
が
重
視
さ
れ
る
か
、
お
の

ず
と
明
ら
か
で
は
な
か
ろ
う
か
。
北
側
に
馬
出
群
が
構
え
ら
れ
た
時
代
的
な
必
然
性

に
つ
い
て
は
さ
ら
に
後
述
す
る
が
、
幹
線
道
と
町
場
と
の
位
置
関
係
か
ら
北
側
馬
出

群
が
江
戸
城
本
丸
の
大
手
に
当
た
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
ゆ
え
に
、
江
戸
時
代
初
頭
に
は
徐
々
に
北
正
面
か
ら
南
東
正
面
（
大
手
門
・

内
桜
田
（
桔
梗
）
門
―
大
手
三
之
（
下
乗
）
門
―
中
之
門
―
中
雀
（
書
院
）
門
と
い

う
登
城
路
）
へ
と
変
更
す
る
段
階
が
存
在
し
た
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
で
、
千
田
嘉
博
は
「
江
戸
始
図
」
の
記
載
、
先
述
の
千
田
論
点
②
に
お
い

て
、
本
丸
南
側
の
五
連
続
外
枡
形
を
取
り
上
げ
、「
江
戸
城
の
南
側
の
い
わ
ゆ
る
大

手
筋
の
出
入
り
口
部
分
で

す
が
、
こ
こ
で
は
西
国
風

の
外
枡
形
を
、
５
段
連
ね

て
い
ま
し
た
」
と
評
価
し

た
（
図
13
参
照
）。
こ
の

南
側
が
大
手
筋
で
は
な
い

こ
と
は
既
に
記
し
た
と
お

り
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
南

側
か
ら
の
登
城
路
も
一
連

の
「
慶
長
江
戸
図
」
か
ら

確
定
す
る
こ
と
は
難
し

い
23
。
し
か
し
千
田
は「
江

戸
始
図
」
か
ら
五
連
続
外

枡
形
を
取
り
上
げ
、
軍
事

的
な
江
戸
城
の
姿
を
論
じ

図13 「江戸始図」により判明した慶長期江戸城の
５連続外枡形（千田2017より引用）
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て
い
る
。

今
一
度
、「
江
戸
始
図
」
を
点
検
す
る
と
、
千
田
の
指
摘
す
る
1
・
2
・
3
の
虎

口
は
現
時
点
で
も
存
在
す
る
。
加
え
て
4
と
5
に
つ
い
て
は
現
状
の
本
丸
の
西
側
塁

壁
を
共
有
す
る
。
し
た
が
っ
て
問
題
は
4
と
5
に
つ
い
て
の
本
丸
内
側
の
表
現
が
妥

当
で
あ
る
か
ど
う
か
に
な
る
。「
江
戸
始
図
」
は
3
か
ら
5
の
間
に
は
黒
塗
り
の
太

い
線
を
描
く
。
図
で
は
こ
の
太
い
線
が
4
と
5
の
虎
口
の
評
価
に
関
わ
っ
て
い
る
。

千
田
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
他
の
「
慶
長
江
戸
図
」
が
記
載
す
る
建
物
等
の
記
載
に

つ
い
て
は
、
建
物
で
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
石
垣
で
あ
る
か
は
不
明
確
な
点
が
あ
る
。

し
か
し
「
江
戸
始
図
」
で
は
、
作
図
過
程
で
の
考
察
が
な
さ
れ
、
建
物
と
判
断
さ
れ

る
表
記
を
省
略
し
、
石
垣
と
判
断
さ
れ
る
表
記
の
み
を
採
用
し
、
黒
塗
り
で
表
現
し

た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
千
田
は
「
江
戸
始
図
」
に
記
載
さ
れ
た
黒
塗

り
ラ
イ
ン
を
、
本
丸
内
部
の
南
側
を
仕
切
る
石
垣
の
ラ
イ
ン
と
判
断
し
、
4
と
5
の

虎
口
を
設
定
し
た
の
だ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
石
垣
の
ラ
イ
ン
と
判
断
し
た
黒
塗
り

の
太
い
線
に
相
当
す
る
記
載
は
、
他
の
「
慶
長
江
戸
図
」
に
は
見
ら
れ
な
い
。「
江

戸
始
図
」
の
ま
さ
に
考
証
に
よ
っ
て
追
加
し
た
、「
江
戸
始
図
」
だ
け
の
描
写
と
い

う
こ
と
に
な
る
。

先
に
、「
江
戸
始
図
」
は
「
本
丸
南
側
の
改
造
が
完
成
し
、
北
側
の
改
修
に
取
り

掛
か
る
直
前
」
で
あ
り
、「
本
丸
南
側
は
寛
永
期
の
様
相
に
近
づ
い
て
い
る
」
と
指

摘
し
た
。
こ
の
評
価
に
基
づ
き
、
寛
永
期
以
降
の
江
戸
城
本
丸
図
と
比
較
す
る
と
、

当
該
の
黒
塗
り
線
の
場
所
に
は
能
舞
台
・
鏡
之
間
・
御
楽
屋
が
建
ち
並
ん
で
い
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
る

24
。「
江
戸
始
図
」
の
黒
塗
り
の
線
は
一
連
の
建
物
の
「
く
」
の

字
の
形
状
に
も
似
る
。
ど
う
や
ら
「
江
戸
始
図
」
は
こ
の
建
物
群
を
黒
塗
り
線
で
表

現
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
江
戸
始
図
」
の
作
者
が
ど
の
よ
う
な
意
図
（
あ
る
い
は

誤
認
）
で
こ
の
描
写
を
行
っ
た
か
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の
表
現
を
も
っ
て

本
丸
南
側
を
仕
切
る
石
垣
の
ラ
イ
ン
と
は
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
に
な

る
。
し
た
が
っ
て
当
該
記
載
を
虎
口
4
と
5
と
判
断
す
る
こ
と
も
誤
認
と
言
わ
ざ
る

を
得
な
い
。
千
田
が
指
摘
す
る
五
連
続
外
枡
形
は
存
在
せ
ず
、
こ
の
評
価
か
ら
論
じ

ら
れ
た
軍
事
的
な
江
戸
城
論
は
成
立
し
な
い
。

４

慶
長
十
一
年
以
前
の
江
戸
城

慶
長
十
一
年
に
始
ま
る
江
戸
城
の
大
改
修
は
石
垣
を
導
入
し
た
、
将
軍
の
城
へ
の

変
貌
で
あ
っ
た
。
と
す
る
な
ら
ば
、そ
れ
以
前
の
江
戸
城
は
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
か
。

す
で
に
天
正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）
の
江
戸
入
府
以
降
の
文
禄
期
に
徳
川
家
康
に
よ

る
修
築
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
工
事
の
詳
細
に
つ

い
て
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
少
な
く
と
も
「
慶
長
江
戸
図
」
に
は
そ
の
結

果
が
反
映
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
り
、
そ
の
様
相
を
分
析
し
て
み
た
い
。

文
禄
・
慶
長
期
の
豊
臣
系
の
城
館
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
、
中
井
均
は
大
馬
出

が
あ
る
と
指
摘
す
る
。「
豊
臣
秀
吉
が
天
正
十
四
年
（
一
五
八
六
）、
洛
中
に
築

い
た
聚
楽
第
の
平
面
構
造
を
受
け
継
ぐ
も
の
で
あ
る
。
聚
楽
第
自
体
は
文
禄
四
年

（
一
五
九
五
）
に
徹
底
的
に
破
城
を
受
け
て
お
り
、
そ
の
構
造
を
し
る
こ
と
は
で
き

な
い
が
、『
浅
野
文
庫
諸
国
古
城
図
』
を
は
じ
め
と
す
る
絵
図
と
発
掘
調
査
の
結
果

か
ら
、
長
方
形
の
本
丸
と
、
そ
の
前
面
に
馬
出
が
附
く
構
造
で
あ
っ
た
。
同
年
織
田

信
雄
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
清
須
城
も
ほ
ぼ
同
形
態
を
示
す
。
こ
の
プ
ラ
ン
を
最
も
忠

実
に
受
け
継
い
だ
の
が
天
正
十
七
年
（
一
五
八
九
）
毛
利
輝
元
に
よ
っ
て
築
か
れ
た

広
島
城
で
あ
る
」
と
述
べ
、「
近
世
城
郭
の
流
れ
と
し
て
聚
楽
第
型
が
あ
る
」
と
論

じ
て
い
る
（
中
井
二
〇
〇
三
）。

そ
も
そ
も
馬
出
と
は
、
虎
口
の
前
面
に
あ
り
、
周
囲
を
堀
で
囲
ま
れ
た
空
間
を
指

す
。
接
続
す
る
主
た
る
郭
よ
り
は
面
積
は
狭
い
。
内
外
と
は
橋
で
連
結
さ
れ
、
馬
出

の
外
側
に
向
け
て
は
虎
口
を
構
え
る
。
四
周
に
堀
を
伴
う
こ
と
が
原
則
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
横
堀
と
土
塁
を
多
用
す
る
平
城
プ
ラ
ン
の
城
館
に
多
く
用
い
ら
れ
る
が
、
切

岸
と
堀
切
を
主
要
な
要
素
と
す
る
山
城
プ
ラ
ン
の
城
館
に
は
見
ら
れ
な
い
。

中
井
は
聚
楽
第
を
基
点
に
、
影
響
を
う
け
た
事
例
と
し
て
清
須
城
と
広
島
城
を
掲

げ
た
。
豊
臣
期
の
馬
出
は
基
本
的
に
大
型
の
角
馬
出
で
、
二
ノ
丸
・
出
丸
・
曲
輪
な
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ど
と
呼
称
さ
れ
、
曲
輪
と
し
て
空
間
が
活
用
さ
れ
た
。
中
井
の
提
唱
を
受
け
、
聚
楽

第
型
の
構
造
は
豊
臣
大
名
で
の
展
開
が
考
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
事
例
は
多
い
。
以

下
で
い
く
つ
か
を
確
認
し
て
み
た
い
。

（
富
山
城
）
富
山
県
富
山
市

加
賀
藩
の
支
藩
で
あ
る
富
山
藩
の
主
城
。方
形
に
本
丸
は
松
川
を
北
側
に
背
負
い
、

残
る
三
方
向
に
虎
口
を
開
き
、
大
馬
出
を
付
属
さ
せ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
東
出
丸
・
西
出

丸
・
二
ノ
丸
の
呼
称
が
あ
る
。
聚
楽
第
と
同
様
に
主
郭
の
三
方
向
に
大
馬
出
を
配
置

し
、
酷
似
し
た
構
造
を
呈
す
る
。

天
正
七
年
（
一
五
七
九
）
に
佐
々
成
政
が
入
城
以
後
、
慶
長
二
年
（
一
五
九
七
）

に
前
田
利
長
が
は
い
り
、
同
十
年
に
は
藩
主
を
隠
退
し
た
利
長
が
富
山
城
を
修
築
し

て
居
城
と
し
た
。
全
体
が
整
え
ら
れ
た
の
は
こ
の
頃
で
あ
ろ
う
。

（
高
岡
城
）
富
山
県
高
岡
市

お
よ
そ
方
形
の
本
丸
の
南
北
に
虎
口
を
設
け
、
馬
出
を
配
置
す
る
。
そ
の
う
ち
南

図15 広島城縄張図（中井2003より） 図14 聚楽第縄張図（中井2003より）

図16 高岡城跡現況地形図 高岡市教育委員会作成
（富山考古学会 ｢越中の近世城郭ー高岡城からみえてくる
ものー《資料集》」2009）に加筆



東京都江戸東京博物館紀要 第９号（2019）

（15）― 252 ―

側
の
大
馬
出
が
二
ノ
丸
と
呼
称
さ
れ
た
。
他
方
の
北
側
に
は
小
さ
め
の
角
馬
出
を
配

置
す
る
。
ま
た
東
側
に
は
本
丸
側
に
虎
口
を
と
も
な
わ
な
い
た
め
馬
出
で
は
な
い
も

の
の
、
明
丸
と
呼
称
さ
れ
た
方
形
の
曲
輪
が
配
置
さ
れ
た
。
こ
の
明
丸
が
本
丸
と
虎

口
・
橋
で
連
結
さ
れ
る
と
、
富
山
城
に
似
た
三
方
向
に
大
馬
出
を
配
置
す
る
プ
ラ
ン

に
な
る
。
お
そ
ら
く
は
計
画
変
更
で
二
方
向
だ
け
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
二
ノ
丸
と
明
丸
、
北
側
の
角
馬
出
と
明
丸
も
角
馬
出
で
連
結
さ
れ
る
。
方
形

の
本
丸
の
外
周
に
多
数
の
馬
出
を
配
置
、
連
結
し
、
本
丸
を
囲
み
こ
む
構
造
と
な
っ

て
い
る
。

慶
長
十
四
年
（
一
六
〇
九
）、
富
山
城
は
類
焼
に
よ
り
、
前
田
利
長
が
高
岡
城
を

築
城
し
た
。
一
説
に
設
計
は
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
の
高
山
右
近
と
い
う
。

（
鶴
ヶ
城
）
福
島
県
会
津
若
松
市

お
そ
ら
く
戦
国
大
名
蘆
名
氏
の
黒
川
城
主
郭
を
そ
の
ま
ま
転
用
し
た
の
で
あ
ろ
う

か
、
丸
み
を
帯
び
た
本
丸
を
中
心
に
尾
根
上
に
二
ノ
丸
・
三
ノ
丸
が
配
置
さ
れ
る
。

本
丸
内
部
に
は
仕
切
り
が
設
け
ら
れ
、
天
守
が
聳
え
る
。
こ
の
本
丸
の
北
お
よ
び
西

方
向
に
北
出
丸
・
西
出
丸
と
呼
称
さ
れ
る
大
馬
出
が
普
請
さ
れ
て
い
る
。

北
出
丸
と
西
出
丸
が
普
請
さ
れ
た
年
代
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
天
正
十
八
年

（
一
五
九
〇
）
の
豊
臣
秀
吉
の
奥
羽
仕
置
に
よ
っ
て
蒲
生
氏
郷
が
入
城
し
た
。
普
請

は
そ
れ
以
降
で
あ
ろ
う
。

（
箕
輪
城
）
群
馬
県
高
崎
市

城
館
の
最
初
の
築
城
の
年
代
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
一
五
〇
〇
年
頃
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。そ
の
後
、武
田
信
玄
が
上
野
国
の
拠
点
と
し
、さ
ら
に
滝
川
一
益
が
数
ヶ
月
、

さ
ら
に
は
北
条
家
一
門
の
北
条
氏
邦
が
八
年
間
程
度
に
わ
た
っ
て
活
用
し
た
。
小
田

原
合
戦
後
に
は
、
徳
川
家
が
関
東
に
入
部
し
、
秀
吉
の
命
に
よ
り
井
伊
直
政
が
入
城

し
た
。
直
政
は
在
城
八
年
で
箕
輪
城
を
廃
城
と
し
、
高
崎
城
に
移
っ
た
。
し
た
が
っ

て
現
状
の
遺
構
は
井
伊
氏
段
階
の
も
の
と
考
え
ら
れ
、
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
も
下
層

に
北
条
氏
邦
期
の
遺
構
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
井
伊
直
政
に
よ
る
大
改
修
が
想
定
さ

れ
て
い
る
。

本
丸
を
中
心
に
南
・
北
・
西
の
三
方
向
に
馬
出
を
配
置
す
る
。
こ
の
う
ち
南
側
は

小
型
の
馬
出
（
あ
る
い
は
外
枡
形
）
で
あ
る
。
こ
の
さ
ら
に
南
側
に
二
ノ
丸
・
大
馬

出
を
直
線
状
に
配
置
す
る
。
二
ノ
丸
も
大
き
さ
や
形
の
上
で
は
大
馬
出
と
解
釈
す
る

こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
大
中
小
の
角
馬
出
を
直
線
状
に
三
連
結
す
る
形

を
採
用
す
る
。
残
る
北
に
は
御
前
曲
輪
、
西
に
は
蔵
曲
輪
を
配
置
す
る
。
蔵
曲
輪
は

自
然
地
形
が
影
響
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
形
状
は
不
整
形
で
あ
る
が
、
こ
こ
も
馬
出

で
あ
ろ
う
。
本
丸
と
の
連
絡
は
発
掘
調
査
に
よ
り
木
橋
の
痕
跡
を
確
認
し
た
。
ま
た

北
側
の
御
前
曲
輪
と
は
門
と
土
橋
で
連
結
す
る
が
、
御
前
曲
輪
か
ら
外
側
へ
の
出
入

り
箇
所
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
お
そ
ら
く
は
西
側
へ
の
連
絡
は
木
橋
で
は
な
か
ろ

う
か
。

（
小
田
城
）
茨
城
県
つ
く
ば
市

方
形
の
主
郭
か
ら
南
・
北
・
東
の
三
方
向
に
虎
口
を
開
き
、
そ
の
外
側
に
木
橋
で

連
結
し
て
中
規
模
程
度
の
馬
出
が
構
え
ら
れ
た
。
南
・
北
二
箇
所
の
馬
出
は
角
馬
出

で
あ
る
が
、
東
側
は
自
然
地
形
を
利
用
し
た
不
整
形
な
空
間
で
あ
り
、
機
能
的
に
は

虎
口
前
の
空
間
で
あ
り
、
馬
出
に
類
す
る
空
間
で
あ
る
が
、
厳
密
に
い
え
ば
外
部
に

図17 箕輪城測量図 部分
（『史跡箕輪城跡調査報告第８集』
高崎市教育委員会 2008）より
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こ
の
視
点
で「
慶
長
江
戸
図
」を
見
る
と
ど
う
で
あ
ろ
う
か（
図
20
参
照
）。ま
ず「
江

戸
始
図
」
に
関
す
る
千
田
論
③
で
も
指
摘
す
る
よ
う
に
本
丸
北
側
に
連
続
す
る
馬
出

が
存
在
す
る
。
形
状
は
ゆ
る
や
か
な
か
カ
ー
ブ
を
描
く
が
、
お
そ
ら
く
は
自
然
地
形

の
影
響
な
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
は
先
に
例
示
し
た
同
時
期
の
徳
川
領
の
箕
輪
城
で

見
ら
れ
た
点
と
共
通
す
る
。

と
こ
ろ
で
、
本
丸
の
入
口
は
南
北
二
ヶ
所
と
し
て
議
論
さ
れ
て
き
た
が
、
南
側
の

下
埋
門
付
近
に
馬
出
の
指
摘
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
再
度
「
慶
長
江
戸
図
」
を
読
み

込
む
と
、
下
埋
門
の
前
面
、
富
士
見
三
重
櫓
の
下
の
空
間
が
三
角
形
の
大
馬
出
で
あ

る
こ
と
に
気
づ
く
。
馬
出
か
ら
西
ノ
丸
側
は
蓮
池
門
が
構
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
大

手
三
ノ
門
の
方
向
へ
は
虎
口
は
設
け
ず
に
細
長
い
帯
曲
輪
が
続
く
。
絵
図
か
ら
帯
曲

輪
と
本
丸
塁
壁
の
間
に
は
、
白
鳥
濠
に
続
く
空
堀
あ
る
い
は
水
堀
が
存
在
し
た
こ
と

が
わ
か
る
。

南
北
に
馬
出
を
配
置
し
、
両
者
の
間
、
の
ち
に
二
ノ
丸
御
殿
が
営
ま
れ
る
付
近
は
、

不
整
形
な
が
ら
や
や
広
さ
の
あ
る
空
間
が
あ
り
、
高
岡
城
の
明
丸
を
思
わ
せ
る
。
南

北
の
馬
出
を
つ
な
ぐ
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
た
空
間
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
、「
慶
長
江
戸
図
」
が
描
く
本
丸
周
辺
は
ま
さ
に
文
禄
・
慶
長
期
に
流

行
し
た
築
城
術
を
踏
ま
え
て
の
構
造
で
あ
っ
た
こ
と
が
浮
か
び
上
が
る
。
徳
川
家
康

が
行
っ
た
文
禄
期
の
普
請
に
よ
っ
て
整
え
ら
れ
た
構
造
と
考
え
ら
れ
る
。
南
北
の
大

馬
出
を
比
較
す
る
な
ら
ば
、
三
角
形
の
大
馬
出
が
一
つ
の
南
側
に
対
し
て
、
馬
出
を

重
ね
て
厳
重
な
構
え
を
施
す
北
側
は
、
ま
さ
に
江
戸
城
の
正
面
の
装
い
で
あ
っ
た
。

こ
の
こ
と
が
再
度
確
認
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
し
て
、「
江
戸
始
図
」
の
段
階
で
は
本
丸
南
東
壁
に
面
し
た
の
堀
が
埋
め
立
て

ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
大
手
筋
の
確
定
と
か
か
わ
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
埋
め
立

て
に
よ
り
、
三
角
形
の
大
馬
出
は
消
滅
す
る
。
い
わ
ば
、
江
戸
城
で
は
豊
臣
期
の
馬

出
を
通
過
す
る
登
城
路
か
ら
、
徳
川
期
の
中
雀
門
に
至
る
登
城
路
へ
と
変
更
さ
れ
た

こ
と
に
な
る
。
ま
た
後
年
に
本
丸
北
側
の
馬
出
群
も
本
丸
拡
張
で
姿
を
消
す
。
江
戸

城
は
徳
川
家
康
に
よ
る
豊
臣
期
の
ス
タ
イ
ル
と
決
別
し
、
徳
川
秀
忠
に
よ
る
徳
川
将

軍
の
城
へ
と
転
換
す
る
。
こ
の
過
程
を
示
す
の
が
「
慶
長
江
戸
図
」
の
時
代
だ
っ

た
26
。と

こ
ろ
で
、
小
松
和
博
は
江
戸
城
の
曲
輪
の
呼
称
に
つ
い
て
、「
な
お
毛
利
家
文

書
は
、
同
家
が
『
二
の
丸
』
の
助
役
に
あ
た
っ
た
こ
と
を
伝
え
る
が
、
具
体
的
に
は

そ
れ
が
の
ち
の
三
の
丸
の
内
桜
田
門
で
あ
る
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
後
年
の
三
の
丸
が

図20 第１グループ ｢慶長江戸絵図｣ 本丸周辺（東北大学図書館狩野文庫・3-8827-1）
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こ
の
当
時
ま
だ
二
の
丸
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
」、
ま
た
『
武
州
豊

島
郡
江
戸
庄
図
』
に
か
か
わ
り
「
な
お
の
ち
の
西
の
丸
下
は
、こ
の
図
で
は
ま
だ
『
三

之
丸
』
と
書
か
れ
て
い
る
。（
中
略
）
寛
永
中
頃
以
降
は
旧
二
の
丸
が
新
三
の
丸
と

な
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
西
の
丸
下
も
名
称
が
変
わ
っ
た
と
思
わ
れ

る
」な
ど
と
指
摘
す
る（
小
松
一
九
八
五
）。
旧
二
ノ
丸（
新
三
ノ
丸
）と
本
丸
の
間
に
、

新
た
に
新
二
ノ
丸
が
創
出
さ
れ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
南
側
三
角

馬
出
と
本
丸
東
側
帯
曲
輪
が
、
本
丸
・
新
二
ノ
丸
間
の
堀
の
埋
め
立
て
に
よ
っ
て
長

く
続
く
曲
輪
に
な
っ
た
こ
と
と
か
か
わ
る
。
そ
の
長
く
続
く
曲
輪
は
さ
ら
に
広
い
空

間
を
指
向
し
、さ
ら
に
寛
永
期
の
二
ノ
丸
拡
張
に
結
び
つ
く
こ
と
に
な
る
。し
た
が
っ

て
、
本
丸
・
新
二
ノ
丸
間
の
堀
の
埋
め
立
て
以
前
と
以
後
で
は
、
当
該
付
近
の
空
間

の
考
え
方
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と
に
な
る
。
堀
の
埋
め
立
て
以
前
の
新
二
ノ
丸
の
空

間
は
、
南
北
の
馬
出
と
そ
れ
を
つ
な
ぐ
帯
曲
輪
と
い
う
考
え
方
の
構
造
で
あ
っ
た
こ

と
を
裏
付
け
て
い
る
。

５

天
守
と
殿
舎

「
江
戸
始
図
」
を
含
め
「
慶
長
江
戸
図
」
か
ら
、
慶
長
期
の
江
戸
城
本
丸
の
建
築

物
に
つ
い
て
、
次
の
二
点
の
検
討
を
行
っ
て
み
た
い
（
図
20
参
照
）。

ま
ず
は
天
守
で
あ
る
。
千
田
嘉
博
は
江
戸
城
の
慶
長
期
の
天
守
に
つ
い
て
、
以
前

に
次
の
よ
う
な
主
張
を
し
た
（
千
田
二
〇
〇
〇
）。「
天
守
ａ
の
北
側
で
は
小
曲
輪
ｆ

を
囲
ん
だ
塁
線
（
多
聞
櫓
）
と
櫓
や
門
が
認
め
ら
れ
、
天
守
曲
輪
に
相
当
す
る
本
丸

詰
の
丸
が
構
成
さ
れ
て
い
た
」、「
い
く
つ
か
の
櫓
と
天
守
が
連
立
す
る
景
観
」
と
、

大
天
守
が
単
独
で
は
存
在
し
な
い
と
指
摘
し
て
い
た
の
だ
っ
た
。

そ
の
後
、｢

江
戸
始
図｣

の
読
解
か
ら
慶
長
期
江
戸
城
の
天
守
に
つ
い
て
説
を
深

め
て
い
る
（
千
田
嘉
博
・
森
田
知
範
二
〇
一
七
）。「
本
丸
内
部
で
第
一
に
注
目
す
べ

き
は
天
守
群
で
す
。
現
在
の
江
戸
城
の
本
丸
は
中
に
天
守
台
だ
け
が
ぽ
つ
ん
と
あ
り

ま
す
が
、「
江
戸
始
図
」
が
描
い
た
慶
長
期
の
江
戸
城
で
は
、
連
立
式
の
天
守
群
を

構
成
し
て
い
て
、
想
像
を
絶
し
た
堅
固
な
構
え
に
な
っ
て
い
た
と
確
認
で
き
ま
す
」、

「
慶
長
期
の
江
戸
城
の
大
天
守
が
単
立
し
た
の
で
は
な
く
、
姫
路
城
の
よ
う
に
連
立

式
天
守
で
あ
っ
た
と
確
実
に
な
っ
た
か
ら
で
す
」
と
述
べ
て
い
る
。

し
か
し
上
記
ⓓ-

②
に
指
摘
し
た
よ
う
に
「
江
戸
始
図
」
に
は
誤
写
が
あ
る
。
そ

の
一
つ
が
天
守
の
記
載
で
あ
る
。
大
天
守
西
側
に
方
形
の
黒
塗
り
四
角
を
記
載
し
、

櫓
が
存
在
す
る
こ
と
示
唆
す
る
描
写
が
あ
る
。
こ
の
記
載
か
ら
千
田
は
連
立
式
天
守

と
評
価
し
た
。
し
か
し
、「
江
戸
始
図
」
以
外
の
一
連
の
「
慶
長
江
戸
図
」
に
は
本

丸
西
側
塁
壁
に
大
天
守
と
連
結
す
る
小
天
守
の
よ
う
な
表
記
は
な
い
。
元
和
度
天
守

は
場
所
を
変
え
て
の
建
て
替
え
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
記
載
を
元
和
度
天
守
で

あ
る
と
は
読
め
な
い
。
ま
た
「
江
戸
始
図
」
か
ら
小
天
守
だ
け
が
こ
の
時
期
に
新
規

に
建
て
ら
れ
た
と
考
え
る
の
は
、
写
図
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
、
判
断
に
リ
ス
ク
が
あ

る
。
む
し
ろ
他
の
写
図
す
べ
て
に
記
載
が
な
い
こ
と
を
重
視
と
す
れ
ば
、
当
該
地
に

小
天
守
の
存
在
を
認
め
る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
千
田
が
主
張

す
る
「
姫
路
城
の
よ
う
に
連
立
式
天
守
」
す
な
わ
ち
３
つ
の
小
天
守
が
連
結
す
る
よ

う
な
連
立
式
天
守
群
の
存
在
は
否
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

27
。
千
田
の
主
張
は
「
江

戸
始
図
」
の
誤
写
を
論
拠
に
し
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

次
に
「
慶
長
江
戸
図
」
の
史
料
的
な
性
格
に
か
か
わ
る
の
で
、
本
丸
殿
舎
に
つ
い

て
触
れ
て
お
き
た
い
（
図
20
参
照
）。

「
江
戸
始
図
」
を
除
く
「
慶
長
江
戸
図
」
に
は
南
北
に
四
列
の
殿
舎
群
が
描
か
れ

る
28
。
こ
の
殿
舎
群
に
つ
い
て
『
日
本
名
城
集
成 

江
戸
城
』
の
巻
頭
図
版
の
解
説

で
次
の
よ
う
に
触
れ
ら
れ
る
（
村
井
編
一
九
八
六
）。「
当
図
に
は
殿
舎
名
は
記
さ
れ

て
い
な
い
が
、
こ
の
殿
舎
の
輪
郭
が
単
線
で
描
か
れ
て
い
る
。『
御
本
丸
』
の
文
字

の
上
か
ら
南
へ
１
列
に
並
ん
だ
３
つ
の
殿
舎
と
、
そ
の
南
端
の
殿
舎
の
東
隣
に
あ
る

殿
舎
は
対
面
の
た
め
の
殿
舎
群
で
あ
ろ
う
」
と
触
れ
、
さ
ら
に
「
先
の
対
面
の
た
め

の
殿
舎
群
の
西
側
の
正
方
形
が
、
天
守
と
考
え
ら
れ
る
」
と
説
明
を
付
し
て
い
る
。

四
列
の
う
ち
西
側
が
正
方
形
の
天
守
と
推
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
中
央
西
側
は

「
南
へ
１
列
に
並
ん
だ
３
つ
の
殿
舎
」
と
触
れ
ら
れ
た
殿
舎
で
、「
そ
の
南
端
の
殿
舎
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の
東
隣
に
あ
る
殿
舎
」
と
あ
る
の
が
、
中
央
東
側
の
列
の
南
端
で
あ
る
。
中
央
の
２

列
の
建
物
群
は
、
そ
の
位
置
や
形
状
か
ら
、
後
の
時
代
の
御
座
の
間
・
黒
書
院
・
白

書
院
・
大
広
間
・
御
玄
関
・
遠
侍
に
関
連
す
る
。
す
な
わ
ち
江
戸
城
本
丸
の
中
枢
が

出
揃
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

お
そ
ら
く
文
禄
期
に
建
築
さ
れ
た
殿
舎
は
北
側
の
馬
出
群
を
経
て
本
丸
内
部
に
入

り
、殿
舎
群
の
東
側
も
し
く
は
西
側
か
ら
建
物
内
に
進
入
し
て
い
た
と
予
想
さ
れ
る
。

よ
っ
て
、
南
面
す
る
玄
関
と
の
関
連
か
ら
記
載
す
る
建
物
群
が
文
禄
期
に
遡
っ
て
建

築
さ
れ
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
。
し
た
が
っ
て
、
慶
長
十
一
・
十
二
年
の
工
事
で

建
築
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
か
し
そ
の
段
階
で
は
大
手
筋
が
完
成
し

て
お
ら
ず
、
現
実
的
に
は
北
を
正
面
と
し
た
段
階
だ
っ
た
。
南
端
に
あ
る
玄
関
と
遠

侍
と
い
う
位
置
は
機
能
的
な
配
置
と
は
言
え
な
い
。

そ
も
そ
も
「
慶
長
江
戸
図
」
の
本
丸
が
北
向
き
で
あ
る
と
、か
つ
て
読
解
で
き
な
っ

た
原
因
の
一
つ
は
、
馬
出
群
を
通
過
し
た
後
に
、
ど
の
よ
う
な
経
路
を
辿
り
、
殿
舎

に
入
っ
た
か
が
理
解
で
き
な
い
点
に
あ
る
。
そ
の
原
因
は
殿
舎
の
配
置
が
将
来
の
大

手
筋
と
関
係
し
て
い
る
た
め
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
「
慶
長
江
戸
図
」
記
載
の
本
丸
殿

舎
は
、
中
雀
（
書
院
）
門
を
正
面
と
す
る
大
手
筋
の
完
成
に
先
立
っ
て
、
完
成
し
て

い
た
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、「
慶
長
江
戸
図
」
の
殿
舎
群
の
記
載
は
、
計
画

の
順
序
で
本
丸
中
枢
建
物
が
建
築
さ
れ
た
た
め
と
考
え
る
か
、
あ
る
い
は
後
年
の
状

況
を
ス
ラ
イ
ド
さ
せ
て
絵
図
に
記
載
し
た
た
め
の
ど
ち
ら
か
と
い
う
こ
と
に
な
ろ

う
。
と
り
わ
け
後
者
で
あ
る
な
ら
、
天
守
の
位
置
の
理
解
に
も
か
か
わ
る
大
き
な
問

題
と
あ
る
。
今
後
の
課
題
と
し
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

慶
長
期
本
丸
南
側
の
通
路
が
未
解
明
で
あ
る
点
も
含
め
、
本
丸
内
部
の
様
相
に
は

ま
だ
解
明
す
べ
き
課
題
が
あ
る
。
同
時
に
こ
の
点
は
そ
の
ま
ま
「
慶
長
江
戸
図
」
の

記
載
の
課
題
で
も
あ
る
。
あ
る
い
は
「
江
戸
始
図
」
の
制
作
者
は
、「
慶
長
江
戸
図
」

が
持
つ
こ
の
よ
う
な
問
題
点
を
認
識
し
た
た
め
、
不
明
確
な
描
写
を
省
い
た
の
か
も

し
れ
な
い
。
こ
の
問
題
も
「
江
戸
始
図
」
発
見
の
成
果
の
ひ
と
つ
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

「
慶
長
江
戸
図
」
を
史
料
群
と
し
て
捉
え
、
検
討
し
た
結
果
、
江
戸
城
本
丸
は
慶

長
期
以
前
に
お
い
て
は
北
側
が
大
手
で
あ
っ
た
と
指
摘
し
た
。
そ
の
後
、
本
丸
の
向

き
が
変
更
さ
れ
、
か
つ
登
城
路
を
設
定
し
て
い
く
時
期
が
慶
長
十
二
年
以
降
の
「
慶

長
江
戸
図
」
の
時
代
で
あ
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
近
世
の
江
戸
城
の
登
城
路
が
確
定
す
る

の
は
、
第
４
グ
ル
ー
プ
が
描
く
様
相
、
本
丸
北
側
の
馬
出
群
が
消
滅
し
て
い
な
い
段

階
で
あ
り
、
本
丸
が
拡
張
さ
れ
る
以
前
で
あ
る
。
小
松
の
説
に
依
拠
す
れ
ば
、
そ
の

年
代
は
元
和
八
年
（
一
六
二
二
）
に
近
い
頃
と
な
る
。
す
わ
な
ち
寛
永
期
を
待
た
ず

し
て
江
戸
城
本
丸
南
側
は
登
城
路
を
含
め
て
完
成
し
、
続
く
本
丸
拡
張
を
も
っ
て
北

側
を
正
面
と
し
た
馬
出
群
な
ど
の
諸
施
設
は
消
滅
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

ま
た
こ
の
過
程
は
北
側
お
よ
び
南
側
の
存
在
し
た
大
馬
出
が
消
滅
す
る
過
程
で
あ

る
。
豊
臣
期
に
流
行
し
た
虎
口
形
式
で
あ
っ
た
大
馬
出
を
と
も
な
っ
た
江
戸
城
本
丸

の
南
北
の
通
路
は
、
豊
臣
期
の
時
代
色
を
消
し
去
っ
て
行
っ
た
。
そ
の
後
の
徳
川
将

軍
家
の
城
へ
と
生
ま
れ
変
わ
っ
た
江
戸
城
の
虎
口
は
、
大
馬
出
を
配
置
し
た
も
の
で

は
な
く
、
各
所
に
構
え
ら
れ
た
高
麗
門
と
櫓
門
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
枡
形
門
だ
っ

た
。と

こ
ろ
で
、
論
じ
て
き
た
大
手
筋
の
北
側
か
ら
南
側
へ
の
変
更
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

背
景
が
予
想
さ
れ
る
。
ま
ず
は
建
築
物
と
し
て
日
当
た
り
か
ら
北
向
き
を
忌
避
し
た

可
能
性
。
そ
し
て
中
世
以
来
の
東
西
道
の
幹
線
か
ら
日
本
橋
架
橋
に
よ
る
南
北
道
の

新
し
い
東
海
道
へ
と
い
う
幹
線
道
の
変
更
。
そ
れ
に
と
も
な
う
平
川
と
本
町
通
り
に

所
在
し
た
城
下
の
解
体
と
東
海
道
沿
い
の
新
し
い
城
下
町
の
新
設
と
い
う
変
化
。
以

上
の
よ
う
に
大
手
の
変
更
は
建
物
建
築
か
ら
都
市
計
画
ま
で
の
、
ミ
ク
ロ
か
ら
マ
ク

ロ
へ
の
種
々
の
要
因
が
輻
輳
し
て
関
連
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
が
考
え
ら

れ
、
近
世
初
頭
の
都
市
江
戸
の
大
改
造
の
一
部
と
評
価
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

千
田
は
「
江
戸
始
図
」
の
分
析
の
締
め
く
く
り
と
し
て
、「
家
康
は
万
が
一
の
場
合
、

豊
臣
の
大
軍
を
江
戸
城
に
迎
え
て
戦
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
可
能
性
を
考
え
、
強
力
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な
軍
事
機
能
を
備
え
た
江
戸
城
を
築
き
ま
し
た
。
ま
た
そ
う
し
た
理
由
に
は
、
戦
国

時
代
を
生
き
抜
い
て
き
た
大
名
た
ち
が
驚
く
ほ
ど
の
要
塞
と
し
て
江
戸
城
を
築
く
こ

と
で
、
大
名
が
徳
川
と
戦
お
う
と
す
る
気
持
ち
を
戦
う
前
に
く
じ
け
さ
せ
る
意
図
が

あ
っ
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
慶
長
期
江
戸
城
は
、
豊
臣
の
力
と
権
威
を
徳
川
が
圧

倒
す
る
と
い
う
、
家
康
の
強
い
意
志
に
よ
っ
て
で
き
た
城
で
し
た
」
と
結
論
づ
け
る

（
千
田
二
〇
一
七
）

29
。
多
分
に
主
観
的
な
表
現
で
は
あ
る
が
、
本
稿
の
分
析
に
よ

れ
ば「
江
戸
始
図
」に
か
か
わ
る
千
田
説
の
多
く
は
成
り
立
た
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ

て
「
豊
臣
の
大
軍
を
江
戸
城
に
迎
え
て
戦
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
可
能
性
を
考
え
」

と
い
う
前
提
に
基
づ
く
千
田
論
の
結
論
も
否
定
さ
れ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

そ
も
そ
も
、「
江
戸
始
図
」
の
時
代
背
景
に
つ
い
て
、
対
豊
臣
戦
と
い
う
戦
時
状

況
に
重
点
を
お
く
千
田
説

30
は
、
江
戸
城
の
正
式
な
登
城
路
の
確
定
お
よ
び
江
戸
城

と
都
市
江
戸
の
形
成
過
程
に
お
く
本
稿
の
立
場
と
は
歴
史
認
識
が
著
し
く
相
違
す

る
。本

稿
作
成
に
あ
た
り
杉
本
史
子
・
小
粥
祐
子
両
氏
よ
り
ご
教
示
を
頂
い
た
。

ま
た
「
慶
長
江
戸
図
」
の
所
在
に
つ
い
て
は
、東
京
大
学
史
料
編
纂
所
画
像
史
料
解
析
セ
ン
タ
ー

「
江
戸
城
図
・
江
戸
図
・
交
通
図
お
よ
び
関
連
史
料
の
研
究
」、科
学
研
究
費
補
助
金
・
基
盤
研
究
（
Ｃ
）

「
近
代
国
家
模
索
の
歴
史
的
前
提
」（17K

03094

）
に
よ
る
調
査
成
果
の
提
供
を
う
け
た
。

【
註
】

１
「
慶
長
江
戸
図
」
は
所
蔵
機
関
に
よ
り
、「
慶
長
江
戸
絵
図
」「
慶
長
年
中
江
戸
図
」「
慶
長

十
三
年
図
」
な
ど
と
さ
ま
ざ
ま
な
名
称
で
呼
ば
れ
て
い
る
。
本
稿
に
お
い
て
は
慶
長
期
の
江

戸
城
を
描
写
す
る
一
連
の
絵
図
を
、
概
念
と
し
て
表
現
す
る
場
合
は
「
慶
長
江
戸
図
」
の
呼

称
を
使
用
す
る
。

２

東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館
の
企
画
展
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
関
連
企
画
「
大
江
戸
」
展
（
会

期
：
二
〇
一
八
年
四
月
一
日
（
日
）
か
ら
五
月
十
三
日
（
日
））
に
「
江
戸
始
図
」
を
含
む
「
慶

長
江
戸
図
」
を
展
示
し
た
。

３

千
田
嘉
博
は
、
脚
注
に
お
い
て
「
本
節
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
当
該
期
の
城
郭
プ
ラ
ン
と

し
て
ふ
さ
わ
し
い
内
容
で
出
入
り
口
、
天
守
曲
輪
な
ど
要
所
を
お
さ
え
て
い
る
。
同
時
期
の

城
郭
プ
ラ
ン
と
も
密
接
な
関
連
を
も
っ
て
お
り
、
ま
っ
た
く
の
後
世
の
空
想
で
あ
る
と
は
思

え
な
い
。
記
載
に
粗
密
は
あ
る
も
の
の
一
定
度
信
頼
し
て
よ
い
。」
と
述
べ
て
い
る
（
千
田

二
〇
〇
〇
）。
前
段
の
本
節
に
明
ら
か
に
し
た
出
入
り
口
と
天
守
曲
輪
に
つ
い
て
は
本
稿
で

指
摘
す
る
が
誤
認
を
含
ん
で
い
る
も
の
の
、「
同
時
期
の
城
郭
プ
ラ
ン
と
も
密
接
な
関
連
を

も
っ
て
お
り
」
と
す
る
点
に
つ
い
て
は
筆
者
も
賛
意
を
持
つ
。

４

千
田
嘉
博
は
、「
城
道
は
こ
の
門
（
齋
藤
註
：
下
埋
門
）
を
経
た
の
ち
、
正
面
の
石
垣
に
遮

ら
れ
て
右
と
左
に
タ
ー
ン
し
た
。
左
に
曲
が
る
と
長
大
な
虎
口
空
間
を
備
え
た
外
枡
形
出
入

り
口
５
が
控
え
、
右
に
曲
が
る
と
出
入
り
口
６
が
そ
び
え
て
い
た
。
出
入
り
口
８
は
本
丸
中

心
部
へ
導
く
最
後
の
城
門
で
、
城
内
で
も
格
式
が
高
い
重
要
な
門
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。｣

（
千
田
二
〇
〇
〇

な
お
、
番
号
表
示
の
位
置
に
つ
い
て
は
原
典
を
参
照
さ
れ

た
い
）
と
出
入
り
口
８
に
本
丸
の
中
雀
門
（
書
院
門
）
の
前
身
の
門
に
い
た
る
道
を
想
定
し
、

「
格
式
が
高
い
重
要
な
門
の
ひ
と
つ
」
と
述
べ
て
い
た
。「
江
戸
始
図
」
で
は
中
雀
（
書
院
）

門
を
明
確
に
描
く
が
、
こ
の
門
と
五
連
続
外
枡
形
門
の
道
筋
と
関
連
に
つ
い
て
の
指
摘
は
な

い
。

５

千
田
嘉
博
は
「
北
側
は
本
丸
の
搦
手
に
相
当
す
る
」
と
述
べ
、「
壮
大
な
重
ね
馬
出
し
の
空

間
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
馬
出
し
は
織
豊
系
城
郭
に
お
い
て
外
研
形

と
と
も
に
積
極
的
な
出
撃
を
実
現
し
た
、
も
っ
と
も
完
成
さ
れ
た
出
入
り
口
の
形
態
で
あ
っ

た
」と
以
前
に
評
価
し
て
い
る（
千
田
二
〇
〇
〇
）。
し
た
が
っ
て
、こ
の
論
点
は「
江
戸
始
図
」

発
見
以
前
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

６

そ
も
そ
も
千
田
の
外
枡
形
に
関
す
る
定
義
が
不
明
で
あ
る
。
私
見
で
は
方
形
の
空
間
に
二
つ

の
門
が
構
え
ら
れ
、
か
つ
内
側
を
除
く
三
辺
が
堀
に
接
す
る
な
ど
で
外
側
に
面
し
、
残
る
内

側
は
門
で
仕
切
ら
れ
る
も
の
の
地
続
き
と
な
る
、
方
形
の
虎
口
空
間
と
理
解
し
て
い
る
。
少

な
く
と
も
千
田
が
指
す
虎
口
は
通
路
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
意
識
的
に
確
保
し
た
方

形
の
空
間
は
な
く
、
か
つ
虎
口
の
三
辺
す
べ
て
が
外
側
と
接
し
て
も
い
な
い
。
私
見
の
外
枡

形
と
は
合
致
し
な
い
よ
う
で
あ
る
。

７

こ
れ
以
外
に
も
慶
長
期
の
江
戸
の
状
況
を
考
察
し
た
『
慶
長
年
間
江
戸
図
考
』
の
冊
子
に
掲

載
さ
れ
る
図
が
あ
る
。
今
回
は
絵
図
の
形
態
に
注
目
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
か
つ
記
載
が

や
や
簡
略
化
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
除
外
し
た
。
な
お
『
慶
長
年
間
江
戸
図
考
』
の
写
本
は
、

国
立
国
会
図
書
館
、
国
立
公
文
書
館
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
、
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館

ほ
か
各
所
に
伝
わ
る
。

８

現
在
、
本
図
に
は
別
に
、
装
丁
を
同
じ
く
す
る
『
慶
長
年
中
江
戸
図
考
』
が
付
属
す
る
。『
燕
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石
十
種
』
所
収
『
慶
長
年
間
江
戸
図
考
』
と
比
較
し
て
、
前
半
部
に
太
田
道
灌
以
来
の
江
戸

城
の
歴
史
に
つ
い
て
、
歴
史
叙
述
と
史
料
引
用
が
な
さ
れ
、
異
な
っ
た
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

た
だ
し
、
冊
に
所
載
す
る
絵
図
は
『
燕
石
十
種
』
と
同
じ
く
、
第
４
グ
ル
ー
プ
に
関
連
す
る

本
丸
を
含
む
東
半
分
の
地
図
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
冊
に
は
内
容
的
に
本
図
と
の
関
連
が
み

ら
れ
な
い
。
結
論
と
し
て
、
本
図
と
『
慶
長
年
中
江
戸
図
考
』
は
伝
来
の
過
程
で
一
体
と
し

て
処
理
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

９
『
古
板
江
戸
図
集
成
』
第
一
巻
（
古
板
江
戸
図
集
成
刊
行
会
二
〇
〇
〇
）
は
本
地
図
を
所
載
し
、

「
慶
長
十
三
年
江
戸
図
」
を
名
称
と
す
る
。

10
「
江
戸
絵
図
」
と
同
じ
仕
様
の
表
紙
・
裏
表
紙
が
付
く
。
内
容
は
『
慶
長
年
間
江
戸
図
考
』

と
は
一
致
せ
ず
、
絵
図
所
載
の
五
二
名
の
情
報
を
、
上
段
に
略
歴
、
下
段
に
名
字
・
仮
名
・

実
名
で
記
載
す
る
。

11

二
舗
一
組
の
地
図
で
あ
り
、
表
紙
は
同
一
の
仕
様
で
あ
る
が
、
本
紙
の
紙
質
・
筆
致
・
折
り

方
が
異
な
り
、
写
図
作
成
の
経
緯
を
異
に
す
る
二
枚
の
絵
図
が
一
組
に
な
っ
て
い
る
と
判
断

さ
れ
る
。
た
だ
し
、
全
く
伝
来
の
経
緯
を
異
に
す
る
地
図
が
取
り
合
わ
さ
っ
た
か
、
あ
る
い

は
一
方
の
欠
損
等
に
よ
り
一
方
を
新
た
に
作
成
し
た
か
は
判
断
で
き
な
い
。

12

な
お
、飯
田
龍
一
・
俵
元
昭
は『
江
戸
図
の
歴
史
』に
お
い
て
、独
自
の
分
類
を
試
み
て
い
る（
飯

田
・
俵
一
九
八
八
）。
八
点
の
「
慶
長
江
戸
図
」
を
慶
長
十
三
年
と
慶
長
十
九
年
に
二
分
割

す
る
分
類
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
慶
長
十
九
年
に
分
類
す
る
も
の
は
第
２
グ
ル
ー
プ
の
東
京

都
立
公
文
書
館
所
蔵
と
第
４
グ
ル
ー
プ
の
東
京
都
立
公
文
書
館
所
蔵
お
よ
び
東
洋
文
庫
所
蔵

の
二
点
、
さ
ら
に
表
中
に
収
め
な
か
っ
た
『
慶
長
年
間
江
戸
図
考
』
の
二
点
で
あ
る
。
東
京

都
立
公
文
書
館
所
蔵
「
慶
長
江
戸
之
図
」（
請
求
番
号654-05-01-05

）
は
第
２
グ
ル
ー
プ
に

分
類
す
る
も
の
で
、
こ
れ
だ
け
は
意
図
が
不
明
で
あ
る
が
、
あ
と
の
四
点
は
「
慶
長
江
戸
図
」

の
右
半
分
、
東
側
だ
け
の
写
図
で
あ
る
の
で
、
お
そ
ら
く
は
全
図
を
慶
長
十
三
年
に
右
半
分

だ
け
の
図
を
慶
長
十
九
年
に
分
類
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

13

た
だ
し
、
下
埋
門
を
こ
の
時
期
の
南
側
正
面
門
と
評
価
す
る
こ
と
が
可
能
だ
と
し
て
も
、
そ

の
後
の
本
丸
殿
舎
に
い
た
る
ル
ー
ト
は
確
定
で
き
な
い
。
こ
の
状
況
は
第
３
グ
ル
ー
プ
に
い

た
る
ま
で
変
わ
ら
な
い
。
埋
門
か
ら
本
丸
内
部
に
至
り
、
本
丸
南
部
に
描
か
れ
る
二
重
線
で

描
か
れ
た
Ｙ
字
状
の
表
現
は
、
本
丸
内
部
の
高
低
差
を
考
え
る
と
、
お
そ
ら
く
は
仕
切
り
壁

と
推
測
さ
れ
る
が
、
方
形
の
区
画
に
つ
な
が
ら
な
い
こ
の
線
状
の
表
現
は
あ
ま
り
に
も
不
自

然
で
あ
り
、
解
釈
が
で
き
な
い
（
図
３
・
５
・
７
参
照
）。
埋
門
か
ら
内
部
に
至
る
道
が
明
確

で
な
い
と
う
こ
と
は
登
城
路
で
は
あ
る
も
の
の
、
象
徴
性
が
期
待
さ
れ
た
道
で
は
な
か
っ
た

こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
本
丸
内
の
建
物
の
表
現
が
不
明
確
で
あ
る
こ

と
と
あ
わ
せ
、
南
側
登
城
路
の
復
元
に
は
困
難
が
あ
る
。
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

14
『
譜
牒
余
録
』（
巻
之
二
十
五

藤
堂
和
泉
守 

附
家
臣
）
に
は
「
慶
長
十
二
年
、
右
和
泉
守
、

江
戸
御
城
ノ
御
殿
主
并
追
手
中
之
御
門
之
縄
張
、被

仰
付
候
事
、」の
記
載
が
見
ら
れ
る（
内

閣
文
庫
影
印
叢
刊
『
譜
牒
余
録
』
上
七
一
九
頁
）。
こ
の
点
を
重
視
す
れ
ば
第
３
グ
ル
ー
プ

は
慶
長
十
二
年
以
降
と
な
る
。
都
立
中
央
図
書
館
所
蔵
図
が
「
慶
長
十
三
年
江
戸
図
」
と
題

さ
れ
る
意
味
も
重
要
と
な
る
。
原
図
は
変
遷
の
段
階
が
把
握
で
き
る
よ
う
に
、
年
次
ご
と
に

保
持
さ
れ
て
い
た
可
能
性
と
関
わ
る
。

15

こ
の
点
に
つ
い
て
、
千
田
嘉
博
は
註
４
に
紹
介
し
た
よ
う
に
「
中
心
部
へ
導
く
最
後
の
城
門

で
、
城
内
で
も
格
式
が
高
い
重
要
な
門
の
ひ
と
つ
」
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
絵
図
の
描
写

か
ら
門
と
し
て
確
定
し
て
い
る
状
況
は
読
み
取
れ
ず
、
結
果
論
か
ら
の
評
価
と
し
か
理
解
で

き
な
い
。
そ
も
そ
も
千
田
は
「
江
戸
始
図
」
か
ら
本
丸
南
側
の
五
連
続
外
枡
形
を
大
手
筋
と

評
価
し
て
お
り
（
千
田
・
森
田
二
〇
一
七
）、
自
説
の
な
か
で
矛
盾
し
て
い
る
。

16
『
燕
石
十
種
』
第
六
巻
（
中
央
公
論
社
一
九
八
〇
）
所
収
。

17

後
述
の
呼
称
の
変
化
を
踏
ま
え
れ
ば
、
新
二
ノ
丸
の
空
間
。

18

た
だ
し
三
ノ
丸
（
旧
二
ノ
丸
）
が
石
垣
化
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
点
を
重
視
す
る
と
、
あ
る

い
は
元
和
六
・
七
年
の
普
請
が
完
了
し
て
い
な
い
段
階
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ

な
い
。

19

一
連
の
「
慶
長
江
戸
図
」
で
は
大
手
三
之
（
下
乗
）
門
を
「
大
手
土
橋
」
と
し
、
以
下
、
大

手
門
を
「
大
橋
」、常
盤
橋
（
大
橋
）
を
「
浅
草
橋
」
と
記
載
す
る
。
こ
の
点
は
、一
連
の
「
慶

長
江
戸
図
」
が
等
し
く
記
載
す
る
こ
と
か
ら
、
あ
る
い
は
原
図
段
階
で
の
誤
認
で
あ
る
可
能

性
も
残
す
が
、
お
そ
ら
く
は
後
に
名
称
変
更
が
行
わ
れ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、

天
理
図
書
館
所
蔵
『
慶
長
年
間
江
戸
図
説
』（
請
求
記
号291.1-イ

15

）
は
『
慶
長
年
間
江
戸

図
考
』
の
写
本
で
あ
る
が
、
所
載
の
「
慶
長
江
戸
図
」（
第
４
グ
ル
ー
プ
に
対
応
）
に
は
そ

れ
ぞ
れ
に
「
今
下
乗
」・「
今
大
手
」・「
今
常
磐
橋
」
と
朱
書
に
よ
る
注
記
が
あ
る
。
ま
た
東

北
大
学
図
書
館
狩
野
文
庫
本
を
除
く
第
２
グ
ル
ー
プ
の
絵
図
に
は
「
浅
草
橋

今
常
盤
橋
」

の
記
載
が
あ
る
。
ま
た
玉
井
哲
雄
は
常
盤
橋
門
の
外
側
に
慶
長
期
の
町
割
り
を
分
析
し
た（
玉

井
一
九
八
六
）。
さ
ら
に
詳
細
は
別
途
論
じ
る
必
要
が
あ
る
が
、
東
京
駅
八
重
洲
北
口
遺
跡

や
移
転
前
の
吉
原
所
在
地
は
都
市
の
周
縁
部
と
か
か
わ
り
、「
大
橋
」
に
つ
い
て
名
称
変
更

が
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
さ
せ
る
。
お
そ
ら
く
は
浅
草
橋
門
の
名
称
か
ら
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
、

惣
構
え
の
普
請
に
よ
っ
て
外
郭
が
変
更
さ
れ
た
こ
と
が
原
因
と
な
り
、
一
連
の
名
称
変
更
が

生
じ
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

ま
た
名
称
変
更
を
踏
ま
え
る
と
、
戦
国
期
段
階
の
「
高
橋
」
や
「
大
橋
」
の
位
置
や
関
係
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に
つ
い
て
も
再
考
を
要
す
る
こ
と
に
な
る
。

20

奥
州
街
道
筋
の
通
り
で
常
盤
橋
門
か
ら
浅
草
橋
門
に
い
た
る
。

21
（
永
禄
十
一
年
）
極
月
十
七
日
付
・
北
条
氏
政
条
書
（『
北
区
史
』
資
料
編 

古
代
中
世
１
・

四
二
一
）。

22

通
説
で
は
後
に
常
盤
橋
門
が
大
橋
に
該
当
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
既
述
の
と
お

り「
慶
長
江
戸
図
」の
段
階
で
は
大
手
門
の
場
所
が「
大
橋
」と
記
載
さ
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ

て
、「
江
城
大
橋
宿
」
と
は
大
手
門
か
ら
常
盤
橋
門
至
る
区
間
を
中
心
と
し
て
考
え
る
必
要

が
あ
ろ
う
。

23
「
江
戸
始
図
」
を
除
く
「
慶
長
江
戸
図
」
に
は
、
現
存
す
る
慶
長
期
と
推
定
さ
れ
る
下
埋
門

付
近
の
石
垣
付
近
が
、
正
確
に
描
写
さ
れ
て
い
な
い
か
、
あ
る
い
は
全
く
描
か
れ
て
い
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
絵
図
に
は
南
側
の
道
筋
は
正
確
に
は
描
写
さ
れ
て
い
な
い
可
能
性
が
高
い
。

24

能
舞
台
・
鏡
之
間
・
御
楽
屋
の
建
ち
並
ぶ
様
相
は
江
戸
城
本
丸
表
の
建
物
を
記
載
す
る
多
く

の
絵
図
で
確
認
で
き
る
が
、
こ
の
建
物
群
以
南
の
富
士
見
櫓
ま
で
記
載
す
る
絵
図
は
多
く
は

な
い
。
考
証
の
過
程
で
は
、
都
立
中
央
図
書
館
所
蔵
「
江
戸
城
御
本
丸
御
表
御
中
奥
御
大
奥

総
絵
図
」（
平
井
・
伊
東
一
九
九
二

所
載
番
号
二
八
）
と
対
照
し
た
。

25

こ
の
起
源
の
問
題
に
つ
い
て
は
、『
歴
史
家
の
城
歩
き
』（
齋
藤
・
中
井
二
〇
一
七
）
を
参
照

さ
れ
た
い
。

26

秀
忠
期
以
降
、
江
戸
城
の
門
は
高
麗
門
と
櫓
門
を
組
み
合
わ
せ
、
内
部
に
方
形
の
空
間
を
も

つ
枡
形
門
に
形
式
化
し
て
い
く
。「
慶
長
江
戸
図
」
に
は
定
型
化
し
た
枡
形
門
を
見
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
い
わ
ば
、
虎
口
の
考
え
方
が
、
大
馬
出
か
ら
定
型
化
し
た
枡
形
門
へ
と
移
り

変
わ
る
過
度
期
に
位
置
す
る
。

27

た
だ
し
、
大
天
守
と
連
結
し
た
小
天
守
、
さ
ら
に
櫓
門
、
多
聞
櫓
に
よ
る
天
守
曲
輪
が
存
在

し
た
点
は
想
定
で
き
る
。

28

た
だ
し
第
４
グ
ル
ー
プ
は
天
守
と
推
定
大
広
間
・
白
書
院
・
黒
書
院
が
一
列
に
並
び
、
全
体

と
し
て
天
守
を
含
む
建
物
群
が
方
形
に
建
ち
並
び
、
内
部
に
中
庭
を
有
す
る
配
置
に
描
か
れ
、

一
連
の
絵
図
と
は
異
な
る
配
置
と
な
る
。

29

引
用
箇
所
に
続
け
て
千
田
嘉
博
は
、「
家
康
は
軍
事
要
塞
と
し
て
の
城
の
機
能
よ
り
も
、
城

を
政
治
の
拠
点
と
し
て
機
能
さ
せ
る
こ
と
が
よ
り
重
要
と
判
断
し
て
、
戦
う
た
め
の
天
守
曲

輪
で
は
な
く
、
広
大
な
本
丸
御
殿
の
面
積
を
確
保
し
て
政
治
機
能
を
強
化
す
る
よ
う
に
舵
を

切
っ
た
の
で
し
た
」
と
論
じ
て
い
る
（
千
田
二
〇
一
七
）。

軍
事
要
塞
か
ら
政
治
機
能
へ
と
い
う
転
換
は
本
稿
の
枠
組
み
と
等
し
い
が
、
既
述
の
よ
う

に
千
田
が「
江
戸
始
図
」で
論
じ
た
こ
と
は「
強
力
な
軍
事
機
能
を
備
え
た
江
戸
城
」で
あ
り
、

機
能
の
転
換
に
は
触
れ
て
い
な
い
。
と
り
わ
け
「
戦
う
た
め
の
天
守
曲
輪
で
は
な
く
、
広
大

な
本
丸
御
殿
の
面
積
を
確
保
し
て
政
治
機
能
を
強
化
」
と
す
る
点
に
つ
い
て
は
、
そ
の
転
換

が
家
康
の
判
断
で
あ
る
と
す
る
論
証
も
説
明
が
な
く
、
意
図
が
不
明
で
あ
る
。

さ
ら
に
言
え
ば
、
引
用
冒
頭
の
「
家
康
は
」
は
「
秀
忠
は
」
の
誤
認
（
あ
る
い
は
誤
記
）

で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
ず
千
田
論
の
枠
組
み
で
考
え
た
場
合
、「
家
康
は
」
で
は
矛
盾
を
き

た
す
の
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
時
代
背
景
を
踏
ま
え
れ
ば
、
慶
長
期
の
改
修
は
秀
忠

が
征
夷
大
将
軍
就
任
以
後
で
あ
り
、
江
戸
城
主
で
あ
っ
た
時
期
で
あ
る
。
こ
の
慶
長
期
以
降

で
寛
永
期
に
い
た
る
大
改
修
が
今
に
い
た
る
江
戸
城
を
生
み
出
し
た
。
変
化
の
時
期
は
秀
忠

以
降
な
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
考
え
て
も
「
家
康
は
」
は
誤
認
と
考
え
る
。

『
東
京
市
史
稿
』
皇
城
編
は
、
徳
川
家
光
へ
の
代
替
わ
り
に
際
し
、「
秀
忠
、
江
戸
城
ニ
主

タ
ル
者
十
九
年
。
其
間
慶
長
十
一
年
、
十
二
年
、
十
九
年
、
及
元
和
六
年
、
八
年
ノ
増
築

修
営
ヲ
為
シ
、
以
テ
大
ニ
江
戸
城
ノ
規
模
ヲ
定
ム
。
斯
ク
テ
元
和
九
年
癸
亥
七
月
廿
七
日

丙
辰
、
将
軍
職
ヲ
子
家
光
ニ
譲
ル
。」（
割
注
省
略
）
と
の
項
文
を
立
て
る
（
東
京
市
役
所

一
九
一
一
）。

30

千
田
嘉
博
は
「
本
丸
内
の
天
守
曲
輪
の
存
在
と
合
わ
せ
て
、
実
戦
に
機
能
す
る
こ
と
が

第
一
に
考
え
ら
れ
て
い
た
」
と
の
べ
、
当
初
よ
り
実
戦
機
能
を
重
視
し
て
い
た
（
千
田

二
〇
〇
〇
）。

【
参
考
文
献
】

飯
田
龍
一
・
俵
元
昭
『
江
戸
図
の
歴
史
』（
築
地
書
館
株
式
会
社
一
九
八
八
）

小
松
和
博
『
江
戸
城

そ
の
歴
史
と
構
造
』（
名
著
出
版
一
九
八
五
）

古
板
江
戸
図
集
成
刊
行
会
『
古
板
江
戸
図
集
成
』
第
一
巻
（
中
央
公
論
美
術
出
版
二
〇
〇
〇
）

齋
藤
慎
一
『
中
世
東
国
の
道
と
城
館
』（
東
京
大
学
出
版
会
二
〇
一
〇
）

齋
藤
慎
一
・
中
井
均
『
歴
史
家
の
城
歩
き
』（
高
志
書
院
二
〇
一
七
）

齋
藤
慎
一
・
向
井
一
雄
『
日
本
城
郭
史
』（
吉
川
弘
文
館
二
〇
一
七
）

千
田
嘉
博｢

集
大
成
と
し
て
の
江
戸
城
」（『
織
豊
系
城
郭
の
形
成
』
東
京
大
学
出
版
会
二
〇
〇
〇
）

千
田
嘉
博
・
森
田
知
範
「
江
戸
始
図
で
わ
か
っ
た
『
江
戸
城
』
の
真
実｣

（
宝
島
新
書
二
〇
一
七
）

千
田
嘉
博
「『
江
戸
始
図
』
の
歴
史
的
意
義
」（
松
江
城
歴
史
的
価
値
発
信
事
業
実
行
委
員
会
・
千

代
田
区
『
松
江
城
と
江
戸
城
―
国
宝
に
な
っ
た
城
と
天
下
人
の
城
―
』
展
図
録
二
〇
一
七
）

玉
井
哲
雄
「
江
戸
ー
失
わ
れ
た
都
市
空
間
を
読
む
」（
平
凡
社
一
九
八
六
）

東
京
市
役
所
『
東
京
市
史
稿
』
皇
城
編
（
博
文
館
一
九
一
一
）

中
井
均
「
加
納
城
の
構
造
―
特
に
そ
の
平
面
形
態
に
つ
い
て
―
」（『
史
跡 

加
納
城
跡
』
岐
阜
市
教



東京都江戸東京博物館紀要 第９号（2019）

（23）― 244 ―

育
委
員
会
二
〇
〇
三
）

野
中
和
夫
「
江
戸
城
―
築
城
と
造
営
の
全
貌
―
」（
同
成
社
二
〇
一
五
）

野
中
和
夫
編

も
の
が
語
る
歴
史
12
『
石
垣
が
語
る
江
戸
城
』（
同
成
社
二
〇
〇
七
）

平
井
聖
監
修
・
伊
東
龍
一
編
集

城
郭
・
侍
屋
敷
古
図
集
成
『
江
戸
城
Ⅰ
〈
城
郭
〉』（
至
文
堂

一
九
九
二
）

村
井
益
男

中
公
新
書
45
『
江
戸
城

将
軍
家
の
生
活
』（
中
央
公
論
社
一
九
六
四
）

村
井
益
男
「
江
戸
と
江
戸
城
の
歴
史
」（『
日
本
名
城
集
成 

江
戸
城
』
小
学
館
一
九
八
六
）

村
井
益
男
編
『
日
本
名
城
集
成 

江
戸
城
』（
小
学
館
一
九
八
六
）

歴
史
群
像 

名
城
シ
リ
ー
ズ
『
江
戸
城
』（
学
習
研
究
社
二
〇
〇
〇
）




